
栗
山
中
学
校
と
栗
山
高
校
の
吹
奏
楽
部
が
す
て
き

な
音
色
を
披
露
「
く
り
や
ま
音
楽
祭
」

芸
術
の
秋  

音
楽
の
秋

広報
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地
域
の
未
来
を
担
う
人
材
を
育
て
る
に

は
、
地
域
の
良
さ
や
地
域
で
の
生
活
を
営

む
こ
と
の
意
義
を
よ
り
深
く
理
解
さ
せ
る

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
学
ぶ
場
・

機
会
が
必
要
で
す
。

　

本
町
で
は
、そ
の
一
つ
と
し
て
中
学
校
・

高
校
で
職
場
（
就
業
）
体
験
学
習
を
行
い
、

生
徒
た
ち
に
社
会
経
験
の
機
会
を
作
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、進
路
学
習
（
指
導
）

の
一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
お
り
、
主
に

「
個
々
の
職
業
観
を
持
つ
」「
働
く
こ
と
の

意
義
を
発
見
す
る
」「
体
験
を
生
か
し
課

題
解
決
に
取
り
組
む
」
こ
と
を
狙
い
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
自
分
た
ち
で
希
望
す
る

職
業
を
選
び
、将
来
に
生
か
せ
る
よ
う
に
、

受
入
先
の
事
業
所
な
ど
の
指
導
や
支
援
、

協
力
を
受
け
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
び
ま
す
。

　

今
年
度
の
職
場
（
就
業
）
体
験
学
習

は
、
栗
山
高
校
（
塩
﨑
学
校
長
）
の
２
年

生
が
福
祉
施
設
や
公
共
施
設
を
は
じ
め
27

事
業
所
、
栗
山
中
学
校
（
中
島
琢
磨
校

長
）
の
１
年
生
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
農
家
を
は
じ
め
38
事
業
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

職場体験学習

社会に踏み出す第一歩

　

役
場
に
も
、
３
人
の
生
徒
が
「
町
の
広

報
活
動
」
の
職
業
体
験
に
訪
れ
、
記
事
の

作
り
方
や
カ
メ
ラ
の
操
作
を
学
習
。
そ
の

後
、
同
級
生
の
職
場
体
験
を
取
材
し
ま
し

た
。（
取
材
リ
ポ
ー
ト
は
３
ペ
ー
ジ
か
ら

５
ペ
ー
ジ
ま
で
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

２
日
間
の
体
験
で
は
、
働
く
こ
と
の
大

変
さ
、
喜
び
、
や
り
が
い
を
感
じ
た
と
同

時
に
こ
れ
か
ら
に
つ
な
が
る
経
験
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
経
験
は
社
会
に
踏
み
出
す
第
一

歩
。
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

❶❸心肺蘇生法や AED の取り扱い方な
ど、救命処置を体験。
❷❹消防署員からの指示に真剣な表情。
※掲載した記事と写真は、全て中島拓人

さんが撮影・作成したものです。
❷ ❸

❹

❶

　普段何気なく見
聞きしている情報
の中にどれだけ多
く の 人 が 関 わ り、
動いているのかを
体験し、広報の奥
深さを知ることが
できました。

広報は奥深い

中島　拓人さん

栗山高校 2 年 2 組

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

応
急
手
当
て
を
体
験

　

栗
山
高
校
の
２
年
生
が
、
９
月
13
日
と

14
日
の
２
日
間
、
公
共
施
設
や
小
売
店
な

ど
で
「
就
業
体
験
学
習
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
は
進
路
選
択
に
つ
い
て
具
体

的
に
考
え
、
職
業
観
を
学
ぶ
た
め
社
会
を

よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
機
会
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
で
は
３
人
の

生
徒
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
体
験
。
異
物
除
去
や
止
血
の
方

法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

２
年
２
組
の
羽
山
諒り

ょ
うさ

ん
は
「
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
体
験
で
き
、
将
来
に
生
か
せ

た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
」
と
話
し
、
２
年

１
組
の
藤
村
怜れ

ん

さ
ん
は
「
知
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
も
し
こ
う
い

う
状
況
に
な
っ
た
ら
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」と
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
者　

中
島
拓
人
）

体験を終えて

体
験
の
狙
い

職場体験学習

社会に踏み出す第一歩

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
体
験

ヘンケルエイブルスティックジャパン株式会社北海道工場
（自分たちが作った製品を手に記念写真）

町役場広報
（広報掲載用の写真を撮影）

町図書館
（司書の話に熱心に耳を傾ける）
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　この体験で仕事
の大切さ、やりが
い、苦労を学びま
した。自分の作っ
た 記 事 が 広 報 や
ホームページに掲
載されて、とても
うれしかったです。

仕事の大切さ学ぶ

林　和弥さん

栗山中学校 1 年 A 組

　自分の作った記
事が広報やホーム
ページに掲載され
てうれしく思いま
す。2 日 間 で し た
が、この経験を将
来につなげていき
たいです。

この経験を生かす

髙際美沙紀さん

栗山高校 2 年 1 組

　

栗
山
中
学
校
の
１
年
生
に
よ
る
職
場
体

験
学
習
が
10
月
13
日
と
14
日
の
２
日
間
、

公
共
施
設
や
小
売
店
な
ど
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
学
習
は
、
職
場
体
験
を
通
し
て
働

く
こ
と
の
意
義
や
大
変
さ
を
知
り
、
将
来

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
。

　

雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ

ウ
ス
で
は
４
人
の
生
徒
が
鉛
筆
削
り
や
机

　

栗
山
高
校
の
２
年
生
72
人
が
、
９
月
13

日
か
ら
14
日
の
２
日
間
、
町
内
の
企
業
、

施
設
な
ど
28
事
業
所
で「
就
業
体
験
学
習
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
は
職
業
に
対
す
る
正
し
い
考

え
方
を
身
に
つ
け
る
、
働
く
意
味
を
考
え

る
、
進
路
選
択
を
具
体
的
に
考
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

体験を終えて

❶

❷

❸

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

就
職
を
身
近
に
感
じ
る

雨
煙
別
小
学
校

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

仕
事
の
大
切
さ
を
知
る

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
４
人
の

同
校
生
徒
が
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
を
体

験
。
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
し
た
あ
と
、

歌
に
合
わ
せ
て
手
遊
び
を
し
た
り
、
絵
本

を
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
年
２
組
の
辻
美
咲
さ
ん
は
「
幼
児
と

遊
ぶ
の
は
楽
し
か
っ
た
が
言
葉
が
通
じ
な

い
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
変

だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
記
者　

髙
際
美
沙
紀
）

運
び
な
ど
、
16
日
に
行
わ
れ
る
感
謝
祭
の

準
備
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
を
経
験
し
た
山
内
一か

ず
ま摩

さ
ん

は
「
鉛
筆
削
り
な
ど
感
謝
祭
の
準
備
が
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
、
古ふ

る
い
ち市
康こ

う
せ
い生

さ
ん
は
「
仕
事
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。感
謝
祭
に
は
ぜ
ひ
来
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
者　

林　

和
弥
）

❶サロンに集まった親子と手遊び。
❷絵本の読み聞かせに挑戦。
❸未就学の子どもたちとおもちゃでふれ
あう。
※掲載した記事と写真は、全て髙際美沙

紀さんが撮影・作成したものです。

❷

❸

❹

❶

体験を終えて

❶感謝祭で使用する鉛筆削り。
❷❸ごみの回収に合わせて、みんなでご
み出し。
❹感謝祭の会場を作るために机を移動。
※掲載した記事と写真は、全て林和弥さ

んが撮影・作成したものです。

職場体験学習

社会に踏み出す第一歩

職場体験学習

社会に踏み出す第一歩
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まちづくり懇談会

■ まちづくり懇談会開催日程

月　日 時 　間 場　所

11 月 25 日金

18:30 ～

南部公民館

11 月 28 日月 カルチャープラザ「Eki」

11 月 29 日火 農村環境改善センター

　" ふるさと栗山 " の現在のことや未来のこと
など、町民皆さんと身近に語り合う「まちづく
り懇談会」を下記の日程で開催します。
　 多 く の 町 民 皆 さ ん の 参 加 を お 待 ち し て い
ます。

皆さんの声を町政に

【問い合わせ】
町総務課広報・防災・情報グループ
☎ 73-7501

◆抽選券
　受付で先着順に 1,000 枚無料配布します。

◆福祉体験スタンプラリー（9：00 ～ 12：00）
　スタンプカードは受付で配布。スタンプ 3 個以
　上で割引券（全店共通）になります。

◆献血車来訪（10：00 ～ 14：00）　
　献血するとボックスティッシュ 5 箱とサラダ油、
　キッチンペーパーがもらえます。

【実施団体】
2016 ふれあい広場くりやま実行委員会　

【主催・問い合わせ】
町社会福祉協議会　☎ 72-1322

　ふれあい広場くりやまは、福祉・ボランティ
ア団体などによる出店（飲食コーナーほか）や
会場全店共通の割引券がもらえる福祉体験スタ
ンプラリーを行います。また、「くりやまギフト
カード（1 万円 2 本）」やくりやま手打ちそば愛
好会から無償提供される「そば券 10 本」などの
景品を約 80 点用意する「ふれあい大抽選会」を
行います。ご家族揃ってご来場ください。

日　時　11月6日日
 9：00 ～ 14：30

場　所　カルチャープラザ「Eki」

ふれあい広場くりやまふれあい広場くりやまふれあい広場くりやま
～ 福祉の心 集う ～

◆日　程　
9：00 ～　社会福祉貢献者表彰式

　10：00 ～　栗山いちい保育園お遊戯
　10：30 ～　子どもマジック（櫻井耕作くん）
　11：00 ～　オカリナとトンコリ演奏
　　　　　　  （ロンリー田中 and 早坂）
　13：00 ～　札幌レイナニ・フラ・サークル
　13：30 ～　ふれあい大抽選会

入場無料

障
が
い
者
用
ト
イ
レ
を
使
い
や
す
く

し
て
ほ
し
い

　

私
は
障
害
者
２
級
を
も
つ
者
で
す
。
月

に
１
回
く
ら
い
の
割
合
で
利
用
し
て
い
ま

す
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
の
使
い
勝
手
が
悪

い
と
思
い
ま
す
。
電
気
が
つ
い
て
い
な
い

し
水
の
流
れ
が
悪
い
の
で
も
う
少
し
使
い

や
す
い
よ
う
に
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
便
座
は
ど
う
し
て
普
通
の
で
は

な
い
の
で
す
か
？
。（
50
代
男
性
）

電
気
は
入
る
時
に
点
灯
す
る
仕
組
み

を
検
討

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
に
は

１
階
と
２
階
に
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

電
気
の
点
灯
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、

点
灯
し
て
い
な
い
時
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、
今
後
、
入
る
時
に
電
気
が
点
灯
す
る

仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

　

水
の
流
れ
は
、
今
年
の
３
月
23
日
に
部

品
交
換
修
繕
を
行
っ
て
お
り
、
良
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

便
座
は
、
建
設
当
時
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
（
誰
も
が
利
用
で
き
る
設
計
）

の
考
え
を
取
り
入
れ
た
多
様
な
利
用
者
に

配
慮
し
た
ト
イ
レ
と
し
て
設
置
し
ま
し

た
。
特
に
、
車
い
す
の
方
が
ス
ム
ー
ズ
に

移
動
が
で
き
る
高
さ
と
手
す
り
な
ど
、
人

に
や
さ
し
い
ト
イ
レ
と
し
て
設
置
し
た
便

座
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

防
犯
灯
の
意
義
を
確
認
し
、
周
知
を

お
願
い
し
た
い

　

夜
11
時
こ
ろ
、
自
転
車
で
南
通
り
を
運

転
中
、
防
犯
灯
が
点
灯
さ
れ
て
い
る
は
ず

で
し
た
が
、
点
灯
さ
れ
て
お
ら
ず
歩
道
上

で
の
運
転
は
無
理
と
感
じ
車
道
で
自
転
車

の
運
転
に
集
中
。
も
ち
ろ
ん
自
転
車
の
灯

火
は
薄
暗
く
（
乾
電
池
式
）
自
転
車
の
運

転
は
不
便
に
感
じ
ま
し
た
。

　

全
灯
が
点
灯
さ
れ
て
お
ら
ず
、
例
え
ば

１
点
お
き
に
消
す
の
な
ら
良
い
の
で
す

が
、
も
ち
ろ
ん
町
内
会
側
と
し
て
は
防
犯

灯
の
電
気
代
は
町
内
会
持
ち
で
は
あ
り
ま

す
が
、防
犯
上
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

各
町
内
会
の
事
情
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
防
犯
灯
の
意
義
を
再
度
確
認
し
、
周

知
を
お
願
い
し
ま
す
。（
60
代
男
性
）

現
地
の
状
態
を
確
認
し
検
討

　

道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
街
路
灯
は
、

各
町
内
会
と
協
議
の
上
、
間
引
き
消
灯
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
防
犯
上
や
交
通
安
全
上
、
消

灯
が
好
ま
し
く
な
い
箇
所
は
、
町
内
会
を

通
し
て
申
し
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
地
の
状
態
を
確
認
し
検
討
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

く

■あなたの声を しっかりキャッチ！
　1 枚のはがきが 明日のくりやまを変える！

り まや

スイボチッャキ
【問い合わせ】　町総務課 広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

皆さんからのご意見お待ちしています！

２カ月に一度、広報に折り込ま

れる専用はがきを切り取って、

必要事項を記入してポストに

投函。（切手不要）

①広報折り込みの専用はがきで！

はがきをそのまま、またはお好

きな用紙に必要事項を記入し

て、「72-3179」に送信。

②ＦＡＸで！

下記アドレスから
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/

EntryForm?id=SfQnm4ig

または町ホームページトップ画

面の注目情報（画面右側）から

専用フォームにアクセス。

③ホームページ専用フォームで！
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申込締切

11月11日㈮

サービス
内容

自宅周辺で自らが行えない範
囲の除雪や排雪、屋根の雪下
ろしに対する費用を助成

助成額

除雪などにかかる費用の７割
（生活保護世帯は９割）相当

を助成
※限度額があります。

事 業 名 対 象 世 帯

高齢者除雪
サービス事業

【申込先・問い合わせ】
町保健福祉課

高齢者・介護グループ
☎ 73 － 7507

◎次のいずれかに該当する世帯
①世帯全員が 69 歳以上の世帯  
②世帯全員が要支援または要介護認定を受けている

世帯 
③「69 歳以上」または「要支援・要介護の認定者」

の方と「上肢、下肢、体幹機能、運動機能または
精神に障がい（1・2 級）のある方」のみの世帯

障がい者
除雪サービス事業

【申込先・問い合わせ】
町保健福祉課

福祉・子育てグループ
☎ 73 － 2222

◎次のいずれかに該当する世帯
①世帯全員が上肢、下肢、体幹機能、運動機能また

は精神に障がい（1・2 級）のある 50 歳以上の方
のみの世帯

②生活保護を受給し、上肢、下肢、体幹機能、運動
機能または精神に障がい（1・2 級）のある一人
暮らしの世帯

町
補
助
金
の
要
望
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
29
年
度

　

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
町
民
の

福
祉
向
上
な
ど
の
活
動
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
補
助
金
要
望
額
を

把
握
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
調
査

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
補
助
金
を
要

望
さ
れ
る
団
体
は
、
期
日
ま
で
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
町
補
助
金
の
正
式
な
交
付
申
請

は
、
本
要
望
調
査
を
受
け
、
来
年

度
に
受
け
付
け
ま
す
。

【
提
出
・
報
告
方
法
】

①
新
規
に
交
付
を
要
望
す
る
団
体

詳
し
い
町
補
助
金
の
申
請
資
格
や

補
助
対
象
事
業
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
も
含
め
、
町
経
営
企
画
課
行
政

経
営
グ
ル
ー
プ
ま
で
連
絡

●
提
出
書
類

　

事
業
計
画
書
、
予
算
書
（
案
）、

収
支
決
算
書
、
役
員
名
簿
な
ど

②
本
年
度
に
引
き
続
き
交
付
を
要
望

　
す
る
団
体

町
担
当
課
か
ら
の
連
絡
を
受
け
た

後
、
来
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を

取
り
ま
と
め
、
各
担
当
課
に
補
助

金
の
要
望
額
を
報
告

※
新
規
事
業
の
実
施
な
ど
に
よ
り
補

助
金
を
増
額
要
望
す
る
場
合
は
、

次
の
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
提
出
書
類

　

事
業
計
画
書
な
ど
、
増
額
す
る
理

由
が
わ
か
る
書
類

【
提
出
・
報
告
期
間
】

　

11
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除
き

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

町
経
営
企
画
課

　

行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
３

町
補
助
金
申
請
の
流
れ

平
成
29
年
度
要
望
調
査

　

平
成
28
年
11
月
１
日
㈫

　
　
　
　
　
　

    　

～
30
日
㈬

平
成
29
年
度
補
助
金
申
請

　

平
成
29
年
４
月
１
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

以
降
随
時

※
総
会
な
ど
の
終
了
後
に
申
請
願
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
実
績
報
告

　

平
成
29
年
４
月
１
日
㈯

　
　

～
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯

※
事
業
な
ど
の
終
了
後
に
報
告
願
い
ま
す
。

除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
28
年
度

　

次
の
対
象
世
帯
で
あ
れ
ば
、
冬
期

間
の
除
雪
業
者
へ
お
願
い
す
る
除
雪

費
用
の
一
部
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
対
　
象
】

①
平
成
28
年
度
の
町
民
税
非
課
税
の

世
帯

②
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
世
帯

③
同
一
町
内
会
、
自
治
会
に
65
歳
未

満
の
子
が
い
な
い
世
帯

④
町
内
会
、
自
治
会
単
位
（
団
地
単

位
含
む
）
な
ど
で
共
同
負
担
に
よ

り
、 

除
雪
を
行
っ
て
い
な
い
世
帯

※
①
か
ら
④
の
全
て
に
該
当
し
、
下

表
の
い
ず
れ
か
の
対
象
世
帯
で
あ

れ
ば
費
用
の
助
成
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

提出・報告締切

11月30日㈬
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一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会
議
所

　
　
　
　

理
事
長　

蛯
名　

勇
人

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊です

こんにちは！ 町史編さん室です

　

も
し
、
良
か
っ
た
ら
お
知
り
合
い
に

「
く
り
お
こ
」
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
良
か
っ
た
ら
栗
山
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
に

「
い
い
ね
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

良
か
っ
た
ら
「
く
り
お
こ
」
の
記
事
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
シ
ェ
ア
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
人
で
も
多
く
の
人
に
栗
山
町
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
こ

ん
な
こ
と
取
り
上
げ
て
よ
！
と
か
、
こ

の
写
真
使
っ
て
よ
！
と
か
、
私
に
も
書

か
せ
て
よ
！
と
か
、
い
つ
で
も
募
集
し

て
い
ま
す
か
ら
ね
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
ま
ず
は
「
く
り
お
こ
」
で

検
索
！

　

こ
ん
に
ち
は
。
高
橋
毅つ

よ
しで

す
。
年
齢

は
36
歳
、
出
身
は
神
奈
川
県
で
す
。
旅

行
雑
誌
の
制
作
や
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
の

運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

普
段
は
役
場
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

で
、
観
光
・
物
産
に
関
わ
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
仕
事
の
メ
イ
ン
は
、
先
日

立
ち
上
げ
た
ば
か
り
の
栗
山
町
地
域
情

報
発
信
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
く
り
お
こ
」

の
運
営
。
わ
れ
わ
れ
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
み
ん
な
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
栗

山
町
の
食
や
観
光
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

移
住
な
ど
幅
広
い
情
報
を
掲
載
し
「
栗

山
町
を
知
る
に
は
ま
ず
は
コ
レ
を
見
て

お
い
て
」
っ
て
言
え
る
く
ら
い
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
育
て
て
い
け
た
ら
よ
い

な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
も
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

う
れ
し
い
で
す
。
…
っ
て
言
う
か
皆
さ

ん
の
協
力
が
必
要
な
ん
で
す
。
こ
の
弱

小
サ
イ
ト
に
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

　

明
治
26
年
、
泉

い
ず
み

麟り
ん
た
ろ
う

太
郎
翁お

う

（
町
開
基

功
労
者
）
が
主
宰
す
る
角
田
村
真
成
社

（
開
墾
起
業
組
）
は
、
本
村
が
水
田
耕

作
の
適
地
で
水
利
開
発
の
必
要
を
村
民

に
説
き
、
地
主
等
の
出
資
を
得
て
夕
張

川
の
水
源
調
査
を
道
庁
に
測
量
や
設
計

を
委
嘱
す
る
。
本
格
調
査
は
、
明
治
31

年
に
北
海
道
庁
の
高
橋
俊
英
技
術
員
を

雇
用
し
て
工
事
に
万
全
を
期
し
た
。

　

こ
の
年
、
大
洪
水
で
夕
張
川
沿
岸
一

帯
は
厳
盤
が
続
い
て
引
水
す
べ
き
格
好

場
所
を
危
険
侵
し
、
１
カ
月
調
査
す
る

が
降
雪
期
を
目
前
に
調
査
を
当
惑
断
念

す
る
。
翌
32
年
５
月
、
雪
解
け
調
査
を

再
開
す
る
も
探
し
あ
ぐ
ん
で
疲
労
困こ

ん
ぱ
い憊

し
落
胆
の
中
に
川
岸
に
露ろ

し
ゅ
く宿

の
仮か

り

ね寝
を

結
ん
だ
。

　

７
日
夜
、
計
ら
ず
も
夢む

げ

ん幻
の
中
に
高

橋
技
師
が
信
仰
す
る
水
神
の
翁
が
現

れ
、
夕
張
川
の
上
流
を
指し

こ呼
し
「
タ
ラ

ツ
＝
南
学
田
付
近
の
地
質
硬
生
粘
土
を

主
体
と
し
た
岩
の
露
出
し
た
所
を
探

せ
！
」
春
浅
い
川か

わ

も面
に
余
り
に
明
ら
か

な
夢
枕
の
現
実
で
あ
っ
た
。彼
は
早
々
、

夢
に
見
た
上
流
を
目
指
し
夕
刻
近
く
岩

の
露
出
せ
る
、
８
尺
を
超
え
る
深し

ん
え
ん渕

と

自
然
の
沈
砂
を
備
え
た
最
適
場
所
を
発

見
、
手
を
合
わ
せ
る
。（
角
田
村
史
・

「
く
り
お
こ
」
で
栗
山
町
の
魅
力
発
信

な
ん
と
不
思
議
な
本
当
の
話
で
す
！

VOL.5

No.5

土
地
改
良
区
１
０
０
年
誌
よ
り
抜
粋
）

　

彼
は
急
い
で
則
武
戸
長
に
こ
と
の
次

第
を
報
告
し
ま
し
た
。
翁
は
こ
の
事
実

に
感
銘
、
こ
の
日
一
絶
を
記
し
て
高
橋

氏
に
贈
っ
て
い
ま
す
。
不
思
議
な
本
当

の
話
で
す
。

「
日
夜
苦
心
河
口
工
　
神
仙
翁
指
示
夢

魂
中
　
丹
誠
知
是
鬼
神
動
　
良
線
認
来

岩
角
東
」（
訳
）
日
夜
苦
心
す
る
河
口

の
工　

神
仏
翁
指
す
夢
の
中　

円
誠
こ

こ
に
知
る　

鬼
神
の
動
く
を　

良
線
み

と
め　

来
る
岩
角
の
東
に【
泉
麟
太
郎
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
倉
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

こんにちは！　私たち栗山青年会議所です

「
ボ
ク
シ
ン
グ
ス
キ
ニ
ー
教
室
」
を
計

４
回
、
ま
た
、
既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源

（
人
材
、
施
設
）
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
や
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働

し
た
「
子
ど
も
運
動
塾
」
を
計
５
回
開

催
し
て
お
り
、
多
く
の
地
域
住
民
や
子

ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
個

人
的
・
社
会
的
価
値
を
高
め
る
努
力
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
、
町
民
の
一
体
感
を
得
る

た
め
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
チ
ゲ
ン
キ
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
ロ
ゴ
入
り
ス

ポ
ー
ツ
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
、
一

つ
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
周

知
方
法
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
機
関
と
の
連
携
も
図
り
な

が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
多
様
な
取

り
組
み
を
計
画
し
、
こ
の
ま
ち
を
ス

ポ
ー
ツ
で
ゲ
ン
キ
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
や
栗
山
英

樹
監
督
率
い
る
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
の
快
進
撃
と
、
本
年
度
は
町

民
が
ス
ポ
ー
ツ
で
一
体
と
な
っ
た
良
い

年
で
し
た
ね
。

　

少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
る
中
、
こ
の

地
域
の
人
口
比
率
か
ら
考
え
て
も
、
多

く
の
少
年
団
、
部
活
動
、
社
会
人
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関

係
す
る
営
み
は
数
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
や
、
高
齢
化
社
会
に
準
じ

た
健
康
維
持
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

観
点
か
ら
考
え
る
と
、
参
加
へ
の
機
会

や
情
報
が
整
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
誰
も
が
親
し
み
を
持

ち
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

を
題
材
に
、
青
年
会
議
所
が
ま
ち
づ
く

り
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
わ
れ
わ
れ
栗
山
青
年
会
議

所
が
主
体
と
な
り
、
地
域
住
民
の
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
意
欲
を
高
め
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
を
促
進
し
て
、
地
域
社
会
の

活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
チ
ゲ
ン
キ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｓ
Ｍ
Ｇ
Ｐ
）
を
始
動
し
、

ス
ポ
ー
ツ
で
ま
ち
を
ゲ
ン
キ
に
！

VOL.58

水神宮 ( 明治 29 年建立 )
　この祠

ほこら

は、昭和 31 年に南学田揚水機支線組合
員浄財でお宮造りに造営され同 38 年、川端ダム
右岸水門に移転されました。

栗山町地域情報発信ウェブサイト「くりおこ」トップページ

くりおこ 検索詳しくは、

町
で
は
、
町
民
参
加
の
機
会
を
広
げ
る
た
め
に
、
各
種
審
議
会
・
委
員
会
な
ど
の
公
募

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 ま
ち
づ
く
り
審
議
会
・
委
員
会

募
集

　

平
成
25
年
４
月
に
施
行
し
た
「
栗
山
町

自
治
基
本
条
例
」
の
運
用
状
況
の
検
証
と

見
直
し
の
必
要
性
な
ど
を
協
議
し
ま
す
。

【
公
募
人
数
】

　

２
人
（
総
委
員
数
８
人
）

【
任
　
　
期
】

　

平
成
28
年
12
月
上
旬
か
ら
平
成
29
年
２

月
中
旬
ま
で
（
予
定
）

【
会
議
な
ど
】

　

平
日
の
夜
間
に
開
催
予
定（
最
大
６
回
、

会
議
１
回
90
分
程
度
）

※
会
議
１
回
出
席
に
つ
き
４
０
０
０
円
の

謝
礼
を
支
払
い
ま
す
。

※
こ
の
会
議
は
公
開
で
す
。

【
応
募
資
格
】　

○
町
内
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
在
学
さ

れ
て
い
る
満
18
歳
以
上
の
方

※
３
機
関
以
上
の
町
の
審
議
会
・
委
員
会

な
ど
の
委
員
を
さ
れ
て
い
る
方
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
期
間
】

　
11
月
１
日
㈫
か
ら
18
日
㈮
ま
で

　（ 

締
切
日
必
着
）

【
応
募
方
法
】　

○
専
用
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
左
記
申
込
先
ま
で
提
出

○
申
込
書
は
左
記
申
込
先
で
取
り
寄
せ
ら

れ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

【
決
定
方
法
】　

　

申
込
書
に
よ
る
書
類
選
考
お
よ
び
面
談

※
申
込
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
２

　

℻
�
３
１
７
９

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

tiikiseisaku-g@
tow

n.kuriyam
a.

hokkaido.jp

栗
山
町
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
委
員
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広域的な活動による地域コミュニティの活性化を促進している「まち
づくり協議会」の取り組みを紹介します。

まちづくり協議会通信

　

角
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
主
催
す
る
防
災
学
習
会
が
10
月

２
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
住
民

へ
の
防
災
の
啓
発
を
進
め
る
た
め

に
開
催
。

　

当
日
は
、
南
空
知
消
防
組
合
消

防
署
の
藤
森
信
也
生
活
安
全
課
長

に
よ
る
講
話
、
火
災
に
関
す
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
観
賞
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た

救
急
訓
練
、
消
化
器
に
よ
る
消
火

訓
練
を
実
施
し
、
54
人
の
参
加
者

は
災
害
に
対
す
る
備
え
の
重
要
性

を
学
び
ま
し
た
。

　

松
風
桜
丘
地
域
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
主
催
の
防
災
研
修
会
が
、
10

月
15
日
に
松
風
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
三
好
隆
幸
会
長
が

「
災
害
時
に
自
分
の
身
を
守
る
た

め
、
防
災
の
知
識
や
心
構
え
を
学

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
町
防
災
担
当
者
に
よ

る
町
で
行
わ
れ
て
い
る
防
災
の
取

り
組
み
や
自
主
防
災
組
織
の
役

割
、
消
防
署
に
よ
る
緊
急
時
の
対

応
や
心
肺
蘇
生
の
方
法
な
ど
の
説

明
が
あ
り
、
集
ま
っ
た
約
40
人
の

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。 

　

と
き
わ
・
み
な
み
中
里
協
議
会

で
は
、
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め

「
防
災
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日
　
時
】

　

11
月
12
日
㈯　

午
前
10
時
～

【
場
　
所
】

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

【
講
　
師
】

　

南
極
料
理
人　

西
村　

淳
じ
ゅ
んさ

ん

（
演
題
）

　

身
近
な
も
の
で
生
き
残
れ
！

【
入
場
料
】

　

無
料

　

南
通
り
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
主
催
す
る
町
内
視
察
研
修
が

10
月
６
日
に
行
わ
れ
、
約
60
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
北
の
錦
酒

蔵
群
や
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
、
開
拓
記
念
館
、
雨
煙
別
小

学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

の
４
施
設
を
見
学
し
、
参
加
者
か

ら
は
「
今
度
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

で
雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ

環
境
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
い
」
と

い
う
声
も
聞
か
れ
、
町
の
施
設

を
再
認
識
す
る
視
察
と
な
り
ま

し
た
。  

新たな地域
コミュニティ

　
　
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

　
　
　

防
災
の
重
要
性
を
学
ぶ

角

　
　
通
り
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　

町
の
施
設
を
再
認
識

南

　
　
風
桜
丘
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

　
　
　

災
害
に
備
え
て
研
修

松

　
　
き
わ
・
み
な
み
中
里
協
議
会　

　
　
　

防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

と

　

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど

へ
の
進
学
率
80
％
（
文
部
科
学
省

調
べ
）
の
時
代
。
子
ど
も
の
誕
生

と
同
時
に
進
学
資
金
の
準
備
を
始

め
る
ご
家
庭
が
多
い
の
も
事
実

で
す
。

　

で
は
一
体
い
く
ら
貯
め
る
と
よ

い
の
で
し
ょ
う
。
受
験
費
用
と
入

学
金
・
授
業
料
、
通
学
費
や
教
科

書
・
参
考
書
代
な
ど
の
４
年
間
の

合
計
が
国
公
立
の
大
学
で
約
４
６

０
万
円
、
一
般
的
な
私
立
大
学
で

６
８
０
～
８
２
０
万
円
。
さ
ら
に

一
人
暮
ら
し
の
場
合
は
、
敷
金
や

家
財
道
具
な
ど
の
一
時
的
な
費
用

の
他
に
、
月
10
万
円
前
後
の
仕
送

り
を
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
調
べ
）
が

あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
国
公
立
の
大
学
で
も

自
宅
外
通
学
な
ら
４
年
間
で
１
０

０
０
万
近
く
か
か
る
こ
と
も
あ
る

の
で
す
。

　

こ
こ
は
家
計
を
鑑
み
な
が
ら
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
教
育
資
金

計
画
を
立
て
る
こ
と
。
我
が
家
は

進
学
す
る
ま
で
に
い
く
ら
準
備
で

き
る
の
か
。
そ
し
て
、
進
学
後
は

毎
月
の
生
活
費
か
ら
い
く
ら
出
せ

る
の
か
。
そ
れ
で
も
不
足
す
る
場

合
は
奨
学
金
や
教
育
ロ
ー
ン
の
利

用
も
視
野
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

奨
学
金
は
卒
業
後
に
返
済
す

る
「
貸
与
型
」
が
一
般
的
で
す

が
、
最
近
は
大
学
や
自
治
体
独
自

の
「
給
付
型
」（
返
済
不
要
）
が

増
え
て
い
ま
す
。
返
済
し
な
く
て

よ
い
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。

　

ま
た
必
ず
し
て
ほ
し
い
の
が
、

「
児
童
手
当
」
を
進
学
用
に
貯
め

る
こ
と
。
15
歳
ま
で
全
て
貯
め
る

と
約
２
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

教育資金計画についてコラム
お金のおはなし

文・星　洋子 さん

くりやまライフサポーター
応援ファイナンシャル・プランナー（FP）

進
学
す
る
に
は

い
く
ら
か
か
る
の
か
？

ほ
し　

よ
う
こ

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
ン

ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経
理
・
総

務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
自
身
の
家
計

の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ
Ｐ
の
資
格
を
取
得
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
独
立
型
Ｆ
Ｐ

と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
講
師
、
相
談
業
務
な
ど

を
中
心
に
活
躍
中
。

公益信託松原記念
奨学基金制度（給付型）

＼進学希望の学生を応援します！／

　町民もしくは栗山高校出身者で向学心に富
み、経済的に就学困難な方に援助する制度で
す。詳しくはお問い合わせください。

【募集時期】
　平成 29 年 3 月頃

【問い合わせ】
　町教育委員会学校教育グループ
　☎ 72-1117

募集条件

(1) 町民もしくは栗山高校出身者または運営委員会で認めた
者であること

(2) 次の学校の生徒または学生であること
　○高等専門学校
　○大学
　○大学院および専修学校
(3) 経済的理由により就学困難な事情があること
(4) 向学心に富み、かつ、成業の見込みのあること

給付金額

月額 30,000 円
※返還の必要はありません。

これまでの実績

年　度 H23 H24 H25 H26 H27

給・貸与者 大学生 大学生 大学生 大学生 大学生

人　数 3 人 5 人 9 人 8 人 8 人
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ご
み
分
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
【問い合わせ】　

　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

ご
み
質
調
査
の
結
果

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
ご
み
分
別
が
適
切
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
、
毎
年
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
無
作
為
に
ご
み
を
回
収
し
、
中
身

を
確
認
す
る
「
ご
み
質
調
査
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
分
別
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
調
査
概
要
】

○
回
収
日

　

10
月
３
日
㈪
～
４
日
㈫

○
実
施
日

　

10
月
11
日
㈫
～
12
日
㈬

○
収
集
対
象

商
店
街
、
ア
パ
ー
ト
、
団
地
、
住
宅
街
、

事
業
所

○
調
査
ご
み
総
重
量

（
炭
に
で
き
る
ご
み
）
１
３
５
㌕

（
炭
に
で
き
な
い
ご
み
）
１
４
３
㌕

　

炭
に
で
き
る
ご
み
の
分
別
状
況
は
適
正

分
別
が
約
64
％
で
し
た
。
昨
年
度
の
適
正

分
別
は
約
82
％
で
し
た
の
で
分
別
状
況
は

非
常
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。
不
適
正
物
の

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510

冬
の
交
通
安
全
運
動

　

今
月
11
日
か
ら
、
「
冬
の
交
通
安
全
運

動
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
積
雪
や
路
面
の

凍
結
な
ど
が
原
因
で
起
こ
る
事
故
や
、
吹

雪
な
ど
の
視
界
不
良
に
よ
る
事
故
（
い
わ

ゆ
る
「
冬
型
事
故
」
）
が
増
加
し
ま
す
。

　

車
を
運
転
す
る
時
は
、
早
め
の
点
灯
と

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

夜
間
や
夕
暮
れ
時
に
外
出
す
る
場
合
は
、

明
る
い
服
装
や
夜
光
反
射
材
を
着
用
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
位
置
が
わ
か
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
年
始
に
か
け
て
、
忘
年
会
、
お
正

月
、
新
年
会
な
ど
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増

え
る
こ
と
か
ら
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

飲
酒
を
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
運
転
を
し
な
い
「
飲
ん
だ
ら
乗
る

な
！
乗
る
な
ら
飲
む
な
！
」
を
運
転
者
自

身
が
今
一
度
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

飲
酒
運
転
を
す
る
恐
れ
の
あ
る
人
に
お
酒

を
勧
め
る
こ
と
、
車
を
貸
す
こ
と
、
飲
酒

運
転
の
車
に
同
乗
す
る
こ
と
は
い
ず
れ
も

罰
則
の
対
象
と
な
り
、
最
大
で
５
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

と
な
り
ま
す
。

【
期
　
間
】

　

11
月
11
日
㈮
～
20
日
㈰

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】
　

　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

　
～
め
ざ
せ  

安
全
で
安
心
な
北
海
道
～

凍
結
路
面
で
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
等

を
図
る
た
め
の
活
動
等
の
推
進

【
運
動
の
重
点
】

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
凍
結
路
面
な
ど
の
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
交

通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

犯
罪
被
害
者
週
間

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
再
び
平
穏

な
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
地
域
の
理
解
と

支
援
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

【
期
　
間
】

　

11
月
25
日
㈮
～
12
月
１
日
㈭

　

消
し
ま
し
ょ
う

そ
の
日 

そ
の
時 

そ
の
場
所
で

消
防

【問い合わせ】　
　南空知消防組合
　消防署
　☎ 72-0150

11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

　

消
防
庁
で
は
、
昭
和
62
年
よ
り
11
月
９

日
を
「
１
１
９
番
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
救
急
出
動
件
数
、
搬
送
人
数

が
増
え
て
き
て
お
り
、
現
場
到
着
ま
で
の

時
間
や
病
院
な
ど
収
容
ま
で
の
時
間
も

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

消
火
活
動
や
救
急
・
救
助
活
動
は
、
１

分
１
秒
を
争
う
時
間
と
の
勝
負
で
す
。

１
１
９
番
は
、
一
つ
の
番
号
で
消
防
車
と

救
急
車
の
両
方
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
通
報
の
際
に
は
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
、
迅
速
・
的
確
な
消
防
活
動
に
協
力
し

て
く
だ
さ
い
。　

【
１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
火
災
な
の
か
救
急
な
の
か
の
分
別

「
火
事
で
す
」
ま
た
は
「
救
急
で
す
」

と
は
っ
き
り
言
う

②
場
所

住
所
を
正
し
く
、
詳
し
く
言
う
。
目
印

と
な
る
建
物
な
ど
も
伝
え
る

③
火
災
・
事
故
な
ど
の
状
況

「
何
が
」
ま
た
は
「
誰
が
」
ど
う
し
た

の
か
を
正
確
に
、
わ
か
り
や
す
く
言
う

④
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先

通
報
者
の
氏
名
と
連
絡
先
を
明
ら
か
に

す
る
。携
帯
電
話
か
ら
通
報
の
場
合
は
、

そ
の
旨
も
伝
え
る

⑤
携
帯
電
話
に
よ
る
通
報

通
報
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、
電
源
を
切

ら
ず
に
現
場
の
近
く
で
、
安
全
な
場
所

に
待
機
す
る
（
再
確
認
す
る
場
合
が

あ
る
）

日　時 分団名 地　区

11 月 10 日㈭
7：00 ～ 第 3 分団 継立・日出・南学田

11 月 11 日㈮
6：30 ～ 第 1 分団 栗山

11 月 11 日㈮
7：00 ～ 第 2 分団 角田・雨煙別

栗山消防団火災想定訓練を行います
　下記の日程で、第 1 回火災想定訓練を実施しま
す。訓練中は消防車がサイレンを鳴らして走行し
ますので、火災と間違わないようにお願いします。

【
平
成
28
年
度　

全
国
統
一
防
火
標
語
】

大
半
は
コ
ピ
ー
用
紙
や
箱
類
・
包
装
紙
な

ど
の
「
資
源
と
な
る
紙
類
」
で
す
。
こ
れ

ら
の
「
資
源
と
な
る
紙
類
」
は
、
分
別
さ

れ
ず
に
「
炭
に
で
き
る
ご
み
」
袋
で
排
出

さ
れ
る
と
町
が
処
理
料
を
支
払
い
処
分
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
し
っ
か
り
分
別
し
て
排
出
さ
れ

れ
ば
、
引
取
業
者
に
売
却
で
き
、
町
の
貴

重
な
収
入
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

家
庭
で
の
適
正
な
分
別
が
重
要
で
す
。

炭
に
で
き
る
ご
み
（
茶
色
）

　

炭
に
で
き
な
い
ご
み
の
分
別
状
況
は
適

正
分
別
が
約
36
％
で
し
た
。
昨
年
度
の
適

正
分
別
は
約
44
％
で
し
た
の
で
、「
炭
に

で
き
る
ご
み
」
同
様
、
分
別
状
況
は
悪
化

し
て
い
ま
す
。

　

主
な
不
適
正
物
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
資
源
と
な
る
紙

類
、
汚
れ
た
新
聞
紙
な
ど
の
資
源
と
な
ら

な
い
紙
類
で
す
。

　

炭
に
で
き
な
い
ご
み
袋
で
排
出
さ
れ
る

ご
み
の
中
に
は
、
全
く
分
別
が
な
さ
れ
て

い
な
い
も
の
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

炭
に
で
き
な
い
ご
み
に
分
類
さ
れ
る
主

な
も
の
は
「
プ
ラ
マ
ー
ク
の
な
い
硬
質
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
（
お
も
ち
ゃ
・
ざ
る
・

洗
面
器
な
ど
）」「
ゴ
ム
・
ビ
ニ
ー
ル
・
革

製
品
」「
ペ
ッ
ト
用
砂
」
な
ど
で
す
。
そ

れ
ら
以
外
の
も
の
の
大
半
は
別
の
分
類
と

な
り
ま
す
。

　

ご
み
分
別
冊
子
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

今
一
度
、
適
正
な
分
別
の
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

炭
に
で
き
な
い
ご
み
（
緑
色
）

炭にできないごみ
（硬質プラスチック

  類など）

不燃性資源（金属など）

生ごみ

可燃性資源
（資源となる

  紙類など）
適正に分別
されている

1.7％

33.0％ 63.7％

0.8％

0.8％

不燃性資源（金属など）

生ごみ

炭にできるごみ
（汚れた紙類など）

可燃性資源
（硬質プラスチック類・
資源となる紙類など）

適正に
分別されている

3.4％

7.7％

25.0％

28.0％

35.9％

　　

今
年
の
調
査
結
果
で
、
炭
に
で
き
る
ご

み
・
炭
に
で
き
な
い
ご
み
両
方
と
も
不
適

正
ご
み
が
多
く
混
入
し
て
い
る
状
況
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
資
源
と
な
る
紙
類
な
ど
の

「
可
燃
性
資
源
」
の
混
入
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
前
述
の
と
お
り
、
資
源
物

は
正
し
く
排
出
さ
れ
れ
ば
有
償
で
売
却
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
適
正
な
分
別
は
ご

み
処
理
費
用
の
低
減
、
ま
た
、
最
終
処
分

場
の
延
命
化
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
適
切
な
分
別
の
さ
ら
な
る
徹
底
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
分
別
の
徹
底
を

【資源になる！「箱類」の分別方法】
　箱類はひもで十字に縛って排出していただい
ていますが、以下の方法でも排出していただけ
ます。
① 紙 リ サ イ ク ル

マークが付いて
いる箱は

②紙袋に重ねて入
れて

③ ひ も で 十 字 に
縛って排出

オススメです！
飛びにくく

まとめやすい



まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索

今
年
で
8
回
目
と
な
る
「
子
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
10
月
2
日
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
内
の
子
育
て
に
関
係
す
る
機
関
な

ど
で
企
画
・
運
営
。
当
日
は
、
体
を
動
か

す
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
10
個
の
ブ
ー
ス
が

用
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
締
め
く
く
り
に
は
、
町
図
書
館
司

書
に
よ
る
「
ド
レ
ミ
の
歌
」
に
合
わ
せ
た

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
訪
れ

た
約
２
６
０
人
の
親
子
は
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
咲さ

あ
や絢
ち
ゃ
ん
（
5

歳
）、
潤

じ
ゅ
ん
す
け典
く
ん
（
2
歳
）
と
来
て
い
た

母
親
の
加
藤
麻
衣
子
さ
ん
は
「
子
ど
も
の

年
齢
に
合
っ
た
ブ
ー
ス
で
楽
し
む
姿
が
見

ら
れ
て
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
が
生
産
す
る
「
栗
肥
土
」
秋
の
特

別
販
売
が
10
月
6
日
、
旧
老
人
憩
い

の
家
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
栗
肥
土

は
、
花
や
野
菜
な
ど
の
発
育
促
進
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
4
月
に
特
別
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
が
「
秋
に
も
特
別

販
売
を
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
を

受
け
て
昨
年
よ
り
開
催
。
秋
の
特
別
販

売
は
、
5
袋
購
入
に
つ
き
1
袋
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
特
典
が
付
い
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
会
場
に
は
販
売
時
間
前
か
ら
た
く

さ
ん
の
方
が
購
入
に
訪
れ
、
用
意
し
て

い
た
５
０
０
袋
が
完
売
し
ま
し
た
。
初

め
て
購
入
に
訪
れ
た
富
士
の
久
保
進
さ

ん
（
71
歳
）
は
「
花
畑
に
使
っ
て
み
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
保
健
福
祉
課
主
催
の
「
こ
こ
ろ
の

健
康
づ
く
り
講
演
会
」
が
10
月
7
日
、

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
i
」
で
開

か
れ
ま
し
た
。「
こ
こ
ろ
と
眠
り
の
深
ー

い
関
係
」
と
題
し
、
札
幌
市
に
あ
る
石

金
病
院
副
院
長
の
香
坂
雅
子
さ
ん
が
講

演
。
香
坂
さ
ん
は
快
適
な
睡
眠
と
心
の

健
康
を
維
持
す
る
秘
訣
に
つ
い
て
解

説
。「
良
い
睡
眠
は
心
と
体
を
健
康
に

し
ま
す
。
寝
る
前
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
、
参
加
し
た
町
民
約
90
人
は
熱
心

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

中
央
3
丁
目
の
田
島
英
俊
さ
ん(

67
歳)

は
「
考
え
込
ま
ず
眠
れ
る
よ
う
に
し
て

み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

 

秋
の
全
町
一
斉
清
掃
が
10
月
16
日
、

打
ち
上
げ
花
火
を
合
図
に
町
内
各
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
秋
の
心
地
よ
い
風
が
吹
く
中
、

各
町
内
会
・
自
治
会
を
中
心
に
道
路
や

公
園
な
ど
に
落
ち
て
い
る
ご
み
拾
い
や

枯
葉
集
め
な
ど
を
実
施
。
ほ
う
き
や
ス

コ
ッ
プ
、
ご
み
袋
を
持
っ
た
多
く
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
き
れ
い
な
町
に

な
り
ま
し
た
。
一
斉
清
掃
に
参
加
し
た

大
崎
紫し

き妃
ち
ゃ
ん
（
6
歳
）
は
「
タ
バ

コ
の
吸
い
殻
と
空
き
缶
を
た
く
さ
ん
拾

い
ま
し
た
。
き
れ
い
に
な
っ
て
気
持
ち

が
い
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

肥ぴ
っ
と土

完
売

秋
の
特
別
販
売

栗

災
意
識
を
高
め
る

総
合
防
災
訓
練

防

し
い
ブ
ー
ス
が
い
っ
ぱ
い

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

楽

る
前
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
を

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

寝

力
し
て
ま
ち
を
き
れ
い
に

秋
の
全
町
一
斉
清
掃

協

顔
が
い
っ
ぱ
い

め
ぐ
み
祭
り

笑め
ぐ
み
幼
稚
園
の
保
護
者
で
運
営
す

る
ひ
ま
わ
り
の
会
と
同
園
の
先
生
が
企

画
し
た
「
め
ぐ
み
祭
り
」
が
10
月
16
日

に
開
か
れ
、
園
児
と
そ
の
家
族
な
ど
大

勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
ひ
ま
わ
り
の
会
に
よ
る
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
の
バ
ザ
ー
や
ボ
ー
リ
ン
グ
、
玉
入

れ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ

れ
、
職
員
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や

ク
レ
ー
プ
な
ど
の
お
い
し
い
食
べ
物
の

販
売
な
ど
も
実
施
。
園
内
に
は
、
た

く
さ
ん
の
親
子
連
れ
の
笑
顔
が
広
が

り
、
秋
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

量
1
等
米

新
米
の
出
荷
始
ま
る

全 
中
里
に
あ
る
栗
山
町
農
産
物
検
査
場

に
９
月
30
日
、
28
年
産
の
新
米
が
届
き

ま
し
た
。
初
出
荷
し
た
の
は
、
い
ず
れ

も「
な
な
つ
ぼ
し
」で
、片
山
肇
さ
ん（
継

立
）
の
50
袋
と
高
尾
孝
幸
さ
ん
（
大
井

分
）
の
66
袋
、中
島
昌
一
さ
ん
（
南
学
田
）

の
72
袋
。
新
米
は
光
沢
や
粒
形
な
ど
検

査
員
に
よ
る
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ

れ
、
全
量
1
等
米
の
評
価
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
の
北
輝
男
組
合

長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
っ
た
高
尾
さ

ん
は
「
春
先
は
気
温
が
上
が
ら
ず
心
配

で
し
た
が
、
平
年
並
み
の
収
量
に
な
り

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
1
等
米
の
評
価

も
い
た
だ
き
安
心
し
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
安
全
な
地
域
づ
く
り
と

地
域
住
民
の
防
災
意
識
向
上
を
目
的
に

「
栗
山
町
総
合
防
災
訓
練
」
が
10
月
2

日
、
栗
山
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
雨
に
よ
り
河
川
が
氾
濫
す
る
危
険
が

あ
る
と
想
定
し
、
町
が
設
置
し
た
災
害

対
策
本
部
が
と
き
わ
・
み
な
み
中
里
町

内
会
に
避
難
勧
告
を
発
令
。
対
象
住
民

１
２
６
人
が
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
消
防
団
に
よ
る
放
水
訓
練
、

栗
山
赤
十
字
病
院
に
よ
る
救
護
訓
練
と

応
急
手
当
講
習
、
消
防
署
に
よ
る
消
火

訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
実
施
。
煙
体
験

や
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
、
移
動
電
源
車

の
ブ
ー
ス
も
用
意
さ
れ
、
参
加
者
は
体

験
を
通
し
て
防
災
を
学
び
ま
し
た
。

田
を
楽
し
く
歩
こ
う

角
田
町
内
会
連
合
会

角角
田
町
内
会
連
合
会
主
催
に
よ
る｢

角
田
を
楽
し
く
歩
こ
う｣

が
、
10
月
10

日
に
行
わ
れ
親
子
連
れ
な
ど
約
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
健
康
増

進
と
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
、
今
年
で
4
回
目
。
コ
ー
ス
は
、

昨
年
と
は
異
な
り
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
と
角
田
跨
線
橋
を
往
復
す
る
約
4

キ
ロ
の
道
の
り
で
、
参
加
者
は
準
備
体

操
を
し
た
後
、
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で

歩
き
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
、
ダ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
も
行
わ

れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。
市
川
耕
一
会
長
は
「
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

17 広報くりやま   2016. 11 162016. 11　広報くりやま   



企業名 住　所

旭イノベックス株式会社 旭　台
共立道路株式会社 大井分
有限会社栗山交通 旭　台
有限会社栗山商事 中央 4

株式会社栗山自動車学校 桜丘 2
栗山自動車整備株式会社 湯　地

株式会社栗山ハイヤー 中　里
株式会社たいせつ 旭　台

東邦製袋株式会社栗山工場 旭　台
有限会社藤柳商事 中　里

ヘンケルエイブルスティック
ジャパン株式会社 旭　台

株式会社北洋銀行栗山支店 中央 3
松原産業株式会社 中央 1

　

肺
炎
は
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
第
３
位

で
あ
り
、
高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
で
最
も

多
い
の
が
肺
炎
球
菌
で
す
。

　

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
を
予
防
し
、
重

症
化
を
防
ぐ
た
め
予
防
接
種
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

①
平
成
28
年
度
（
平
成
29
年
３
月
31
日
ま

　

で
）
は
、
表
１
の
方
が
対
象

②
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
で
、
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
機
能
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
重
い
障

が
い
（
身
体
障
が
い
１
級
相
当
）
が
あ

る
方

※
既
に
任
意
予
防
接
種
さ
れ
た
方
は
除
き

ま
す
。

【
接
種
回
数
】
１
回

【
接
種
期
間
】

　

平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け

た
場
合
は
、
６
日
間
以
上
の
間
隔
を
お

け
ば
、
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
助
成
金
額
】

　

３
５
０
０
円

　
（
生
活
保
護
世
帯
は
全
額
助
成
）

※
接
種
費
用
か
ら
、
助
成
金
額
を
控
除
し

た
額
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
私
の
医
院
と
取
引
の
あ
る
歯
科

材
料
を
扱
う
会
社
か
ら
一
枚
の
チ
ラ
シ
を

も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
タ
イ
ト
ル
と
内
容
は
、「
一
般
消

費
者
は
歯
ブ
ラ
シ
提
案
を
待
っ
て
い
る
⁉

直
接
一
般
消
費
者
の
声
を
聴
い
て
み
よ

う
！
」
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
９
月
、
歯

科
定
期
健
診
の
啓
発
を
兼
ね
て
、
札
幌
市

と
札
幌
近
郊
の
商
業
施
設
で
企
業
出
展
の

歯
科
用
（
一
般
の
販
売
店
で
は
扱
っ
て
い

な
い
）
の
歯
ブ
ラ
シ
、
歯
磨
剤
（
歯
磨
き

粉
）
の
紹
介
・
販
売
の
お
手
伝
い
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

果
た
し
て
、︿
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
等
で

歯
ブ
ラ
シ
﹀
を
求
め
が
ち
な
一
般
消
費
者

が
い
つ
も
と
ち
が
う
歯
ブ
ラ
シ
に
ど
う
ゆ

う
反
応
を
示
す
の
か
？
？
？
そ
の
結
果

は
・
・
・
も
の
す
ご
く
売
れ
ま
す
！
も
の

す
ご
く
喜
ば
れ
ま
す
！
良
い
話
が
聞
け

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
す
る
た
め
に

歯
科
医
院
で
歯
ブ
ラ
シ
相
談
を

【
接
種
方
法
】

対
象
者
の
う
ち
①
に
該
当
す
る
方
に

は
、
個
別
案
内
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

予
防
接
種
の
受
け
方
は
、
案
内
文
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
対
象
者
の
う
ち
②
に

該
当
す
る
方
は
、
主
治
医
と
ご
相
談
の

上
、
接
種
す
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
他
の
定
期
予
防
接
種
の
詳
細
は
、「
保

健
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

H ealt h     Health     H
ealth     Health     

H
ea

lth

【問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

元
気
が
一
番

健康寿命延伸のまちづくり協働宣言

　

町
で
は
、
昨
年
行
っ
た
「
健
康
寿
命
延

伸
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
に
よ
り
、
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
や
す
い
地
域
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
推
進
の
た
め
、
宣
言
の
趣
旨
に
ご

理
解
い
た
だ
い
た
企
業
に
、「
健
康
寿
命

延
伸
の
ま
ち
づ
く
り
協
働
宣
言
」
を
実
施

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

【
宣
言
を
行
っ
た
企
業
で
の
取
組
事
例
】

○
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
や
町
の
健

康
づ
く
り
事
業
を
町
民
（
従
業
員
）
に

普
及
啓
発

行
く
お
店
に
置
い
て
あ
る
も
の
を
使
用
し

て
い
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、平
成
23
年
当
時
、

日
本
歯
科
医
師
会
会
長
が
出
版
し
た
本
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
歯
科
医
師
の
役
割
は
ま
ず

多
く
の
歯
を
保
っ
て
最
後
ま
で
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
こ
と
、
ま
た
歯
を
保
て
な

か
っ
た
人
々
に
は
義
歯
な
ど
に
よ
っ
て
食

べ
る
こ
と
を
確
保
し
、
生
き
が
い
の
あ
る

人
生
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
そ
し
て

不
幸
に
し
て
、
病
で
自
立
で
き
な
く
な
っ

た
人
々
に
は
、在
宅
歯
科
医
療
も
含
め
て
、

人
生
の
最
後
の
瞬
間
ま
で
食
べ
ら
れ
る
こ

と
を
通
し
て
、
そ
の
人
の
生
活
と
人
生
を

支
え
た
い
と
わ
れ
わ
れ
歯
科
医
師
は
考
え

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
歯
科

医
療
は
手
段
で
あ
り
、
真
の
目
的
は
人
々

が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
し

て
そ
れ
を
い
か
に
支
え
ら
れ
る
の
か
に
あ

る
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

歯
科
は
、「
痛
み
を
止
め
る
」「
困
り
事

を
解
決
す
る
」
医
療
で
も
あ
り
ま
す
が
、

「
普
通
に
食
べ
る
」「
普
通
に
過
ご
す
」
た

め
の
生
活
の
医
療
で
も
あ
り
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
だ
け
で
は
な
く
、
普
段
の

歯
ブ
ラ
シ
の
選
び

方
、
歯
ブ
ラ
シ
の
交

換
時
期
、
歯
磨
剤
の

選
び
方
、
洗
口
液
の

選
び
方
や
使
用
方

法
、
歯
間
ブ
ラ
シ
・
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス

の
選
び
方
や
使
用
方
法
、
歯
磨
き
の
仕

方
、
歯
磨
き
を
い
つ
す
る
か
、
ご
自
身
や

お
子
さ
ん
の
お
や
つ
の
食
べ
方
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
な
ど
、
普
段
の
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院

で
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も
し
か
し
た

ら
、
お
口
の
運
命
が
変
わ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

成
人
用
肺
炎
球
菌

定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
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歯
科
は
生
活
の
医
療

て
、
き
ょ
う
買
い
物
に
良
か
っ
た
で
す
！

歯
ブ
ラ
シ
の
選
び
方
が
わ
か
ら
な
い
か

ら
、
い
つ
も
の
を
○
○
○
ド
ラ
ッ
グ
で

買
っ
て
い
ま
す
。
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え

ま
し
た
。

　

歯
科
医
院
で
定
期
健
診
し
て
、
歯
ブ

ラ
シ
も
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ

い
！
と
い
う
と　

歯
科

医
院
で
歯
ブ
ラ
シ
の

相
談
し
て
い
い
ん
で

す
か
？
と
い
う
声
も
あ
り
、

歯
科
医
院
で
提
案
し
て
あ
げ
る

と
患
者
さ
ん
は
喜
ん
で
く
れ
る
ん
だ
と

確
信
し
ま
し
た
!!
是
非
、
患
者
さ
ん
の

お
口
の
健
康
の
た
め
に
、
歯
科
定
期
健

診
と
合
わ
せ
て
、
患
者
さ
ん
に
あ
っ
た

セ
ル
フ
ケ
ア
グ
ッ
ズ
使
用
を
薦
め
て
み

て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
大
き
な
笑
顔
が

待
っ
て
い
ま
す
！

　

以
上
が
チ
ラ
シ
の
内
容
で
す
。
こ
の

チ
ラ
シ
を
見
る
と
多
く
の
人
は
い
つ
も

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

町民みんなの力で、心と体の健康を支え守
るためのまちづくりに努めます。
～健康寿命延伸のまちづくり宣言より～

対象者 生年月日

65 歳 昭和 26 年 4 月 2 日～昭和 27 年 4 月 1 日
70 歳 昭和 21 年 4 月 2 日～昭和 22 年 4 月 1 日
75 歳 昭和 16 年 4 月 2 日～昭和 17 年 4 月 1 日
80 歳 昭和 11 年 4 月 2 日～昭和 12 年 4 月 1 日
85 歳 昭和　6 年 4 月 2 日～昭和　7 年 4 月 1 日
90 歳 大正 15 年 4 月 2 日～昭和   2 年 4 月 1 日
95 歳 大正 10 年 4 月 2 日～大正 11 年 4 月 1 日

100 歳 大正　5 年 4 月 2 日～大正　6 年 4 月 1 日

◆表 1　平成 28 年度成人用肺炎球菌予防接種対象者

永
山
歯
科
医
院 

院
長

永
山
　
裕

申
請
は
随
時
受
付
中

○
健
診
受
診
を
し
や
す
い
よ
う
に
健
診
時

間
の
出
勤
認
定
や
健
診
費
用
を
補
助

○
受
動
喫
煙
対
策
の
実
施（
建
物
内
禁
煙
）

○
ラ
ジ
オ
体
操
の
実
施

【
対
　
象
】

町
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
健
康
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業

【
方
　
法
】

実
施
団
体
申
込
書
に
記
入
の
上
、
保
健

福
祉
課
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
へ
提
出

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆協働宣言実施団体一覧

※ 10 月 21 日申込受付分（五十音順）



　
「
子
ど
も
健
や
か
育
み
宣
言
」
は

地
域
で
、
日
常
生

活
の
中
で
、
自
分

が
で
き
る
思
い
や

り
の
気
持
ち
を
宣

言
し
て
、
行
動
で

表
す
取
り
組
み
で
す
。

　

10
歳
以
上
の
方
な
ら
誰
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（「
育
み
宣
言
」
で
検
索
）
か
ら

も
宣
言
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
保
健
福
祉
課
福
祉
・

子
育
て
グ
ル
ー
プ
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
宣
言
を
い
た
だ
い
た
数
】

○
個
人　

72
人

○
企
業　

32
企
業
７
０
７
人

※
平
成
28
年
７
月
25
日
現
在
の
数
字

　

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
保
健
福
祉
課

　

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２
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子育て応援事業はじめてのおつかい
　4 ～ 6 歳の子どもたちが、親から離
れて初めての「おつかい」に挑戦！！
日　時／ 11 月 3 日㈷　10：00 ～

ゆっくり市
　海の幸やくだものなどの販売、好評
の大ビンゴ大会も行います。
日　時／ 11 月 18 日㈮　18：00 ～

熊さん＆ラビット飯田
　スーパーライブ in 栗山
日　時／ 11 月 22 日㈫
　　　　（開演）18：00
入場料／ 500 円（ワンドリンク付き）

限定30食大好評！手打ちそば
★今月の「そばの日」　
　11 月 4 日・11 日・18 日・25 日
　（毎週金曜日　11：00 ～）

【ホール・会議室ご利用のご案内】
　サークルや団体の催し、商品の展示会
などでのご利用をお待ちしています。
　まずはご相談ください！ 

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

最新情報を簡単アクセス
URL
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

☎ 72-3581

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

消費生活
相談室 です

消費生活
相談室

栗山公園
だよりVol.104

栗山公園
だより

★☆☆お客様感謝祭☆☆★★☆★お客様感謝祭★☆★★☆★お客様感謝祭★☆★

・冠婚葬祭互助会とは、一定の掛け金を一定期間にわたって毎
月支払い、貯まった金額を結婚式や葬儀の際のサービス費用
の一部に充当して負担を軽くするための仕組みです。

・預金と違い利息は付きません。また、サービスを利用せずに
解約する場合には解約手数料が差し引かれます。積立金額よ
り少ない金額しか返金されないので注意が必要です。

・契約する際は、結婚式や葬儀のサービスを利用するかをよく
考え契約内容を正しく理解しましょう。

■アドバイス

【国民生活センター相談事例】
　冠婚葬祭互助会に、毎月 3,000 円の 80 回
払いで積み立てをしていた。
　満期になり、お金が必要な事情ができた
ので、積み立てた 240,000 円を解約しようとしたら、「解約手数料
35,000 円を差し引いた金額しか戻らない」と言われた。
　契約書の控えは手元にあるが、字が小さくて読んでいない。訪問
販売で契約したが、勧誘のとき、解約手数料の説明を受けた覚えは
ない。（80 代女性 )

冠婚葬祭互助会の
積立契約内容をよく確認

まちの駅
イベント
まちの駅
イベント11月

【問い合わせ】
  まちの駅　「栗夢プラザ」
  ☎ 73-5515・Fax 73-5535
  開館時間  10：00 ～ 17：00

　今年も 11 月 3 日で、なかよし動物園・栗山公園案内所・かき氷
＆フードの店「ぽけっと」は閉園・閉店します。
　そこで心ばかりではありますが、感謝の気持ちを込めて、クロー
ズイベントを行います！！皆さんのお越しをお待ちしていますの
で、ぜひ、足をお運びください♪

【日　時】11 月 3 日㈷
　　　　  10：00 ～ 14：00

【場　所】なかよし動物園

★パクパクタイム全員無料★

【日　時】11 月 3 日㈷
　　　　  10：00 ～ 12：00

【場　所】なかよし動物園

★うさぎふれあいタイム★

【日　時】10 月 29 日㈯～
　　　　  11 月 3 日㈷
　　　　  9：00 ～ 17：00

【場　所】栗山公園案内所、
　　　　  かき氷＆フードの店
                    「ぽけっと」

★お花・野菜・お菓子 etc･･･
　　　　　　特別価格SALE★

【問い合わせ】
　町子育て支援センター
　☎ 72- 1280  Fax 72-1320

11 月は

児童虐待防止推進月間です
11 月は

児童虐待防止推進月間です
11 月は

児童虐待防止推進月間です

子
ど
も
健
や
か
育
み
宣
言

たかが夫婦げんかと思っていませんか？
　全道の児童相談所における児童虐待相談対応件数は平成 24 年度から増加し続け、
平成 27 年度は過去最多の 3,900 件となっています。その中でも心理的虐待の増加が
大きく、家庭内での配偶者間暴力（DV）は子どもに恐怖や不安を与え、子どもの成長・
発達に悪影響をもたらしてしまいます。

児童虐待とは
◆身体的虐待　：　殴る、蹴る、叩く、激しく揺さぶる、やけどを負わせるなど
◆性的虐待　　：　子どもへの性的行為、性器を見せるなど
◆ネグレクト　：　食事を与えない、不潔にする、車の中に放置するなど
◆心理的虐待　：　言葉によるおどし、無視や拒否的な態度をとる、子どもの目の
　　　　　　　　　前で家族に対して暴力をふるう（DV）など

子どもの命を守るため、私たちができることを考えてみましょう
◆虐待かも…と思った時はすぐ通報してください。また、虐待かどうか迷うケース
　も相談してください。（匿名でも受け付けます）
◆子育て中の親子に優しいまなざしをお願いします。
◆子育てに悩んでいる人は 1 人で抱え込まずに相談してください。
◆虐待でつらい思いをしている子どもは我慢しないで相談してください。

虐待のない社会を築くために～オレンジリボン運動を実施します
　「オレンジリボン運動」は、子ども虐待防止のシンボルマークとしてオレンジリボ
ンを広めることで、子ども虐待をなくすことを呼びかける市民運動です。
　役場 1 階ロビーにオレンジリボンツリーを設置しますので、子どもの成長への願
いを書き込み、オレンジリボンいっぱいのツリーにしましょう。（どなたでも可）
◆設置場所　役場新庁舎 1 階ロビー（リボンと筆記用具は備え置き）
◆設置期間　11 月 30 日㈬まで

児童虐待に関する相談・通報窓口
◆町保健福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222　　　　　　　　　　　　　
◆町子育て支援センター　　　　　　　☎ 72-1280
◆栗山警察署　　　　　　　　　　　　☎ 72-0110
◆岩見沢児童相談所（24 時間対応）         ☎ 0126-22-1119
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電気の子メーターの　　　          の確認を !

　証明用電気計器（子メーター）が使用できる期限は、
計器に付いている「検定ラベル」や「検定票」に表示
してありますのでご確認ください。

【問い合わせ】
　日本電気計器検定所北海道支社
　☎ 011-668-2437
　北海道経済産業局資源エネルギー環境部電力事業課
　☎ 011-709-1755

有効期限

歳
末
た
す
け
あ
い
見
舞
金
を
支
給

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
で
町
民
の
皆

さ
ん
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
募
金
か
ら
、
支

援
を
必
要
と
す
る
世
帯
に
対
し
て
見
舞

金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
対

象

生
活
保
護
受
給
世
帯
を
除
く
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
母
子
・
父
子
世
帯

　

18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

収
入
基
準
額　

2
７
２
万
１
千
円
以
内

②
70
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

収
入
基
準
額　

98
万
３
千
円
以
内

③
70
歳
以
上
の
高
齢
者
夫
婦
世
帯

収
入
基
準
額　

1
３
９
万
７
千
円
以
内

④
心
身
障
が
い
児
・
者
の
い
る
世
帯
Ⅰ

収
入
基
準
額　

３
０
６
万
８
千
円
以
内

　
【
身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
ま
た
は
、

精
神
障
害
者
手
帳
１
級
の
い
ず
れ
か
を

所
持
】

⑤
心
身
障
が
い
児
・
者
の
い
る
世
帯
Ⅱ

収
入
基
準
額　

２
９
６
万
９
千
円
以
内

　
【
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
ま
た
は
、
精

神
障
害
者
手
帳
２
級
の
い
ず
れ
か
を
所

持
】

⑥
心
身
障
が
い
児
・
者
の
い
る
世
帯
Ⅲ

収
入
基
準
額　

２
７
６
万
９
千
円
以
内

　
【
身
体
障
害
者
手
帳
４
～
６
級
ま
た
は
、

療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
ま
た
は
、
精
神
障
害

者
手
帳
３
級
の
い
ず
れ
か
を
所
持
】

※
70
歳
以
上
の
世
帯
は
②
ま
た
は
③
の
基

準
額
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

⑦
在
宅
で
寝
た
き
り
の
方
が
い
る
世
帯

⑧
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
が

い
る
世
帯

⑨
高
齢
者
福
祉
施
設
に
入
所
し
、
年
金
を

受
給
し
て
い
な
い
方

※
⑦
～
⑨
は
収
入
額
を
問
い
ま
せ
ん
。
収

入
基
準
額
は
生
活
保
護
世
帯
の
約
１
･

１
倍
の
収
入
額
以
内
と
な
り
ま
す
。

◆
支
給
額
（
予
定
）

正
式
な
支
給
額
は
、
12
月
に
開
催
す
る

配
分
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

･
対
象
②
・
⑦
の
世
帯　

9
千
円

･
対
象
⑧
・
⑨
の
世
帯　

５
千
円

･
前
記
以
外
の
世
帯　
　

１
万
１
千
円

◆
支
給
方
法

12
月
下
旬
に
地
域
担
当
民
生
委
員
よ
り

支
給

◆
申
込
方
法

11
月
15
日
㈫
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

に
備
え
付
け
の
「
歳
末
見
舞
金
配
分
申

請
書
」
を
提
出
（
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
１
３
２
２

労
働
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の
生
活
の
安

定
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が

直
接
管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

　

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
は
、
法

人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
11
月
を
「
労
働
保

険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
と
し
、
労
働

保
険
制
度
の
よ
り
一
層
の
理
解
、
周
知

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

事
業
主
の
方
は
、
速
や
か
に
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安

定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
総
務
部
労

働
保
険
徴
収
課

　

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

　

　

11
月
30
日
㈬
は
、
個
人
事
業
税
第
２
期

の
納
期
限
で
す
！

　
　

納
付
書
は
、
８
月
に
第
1
期
分
納
付

書
と
一
緒
に
送
付
し
て
い
ま
す
。銀
行
・

郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関
で
納
期
限
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
手
元
に
納
付
書
が
な
い
場
合

再
度
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
延
滞
金
を

支
払
う
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。
今
年

度
の
申
し
込
み
は
翌
年
度
か
ら
口
座
振

替
を
開
始
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

空
知
総
合
振
興
局
納
税
課
納
税
第
一
係

☎
０
１
２
６（
２
０
）０
０
５
５

高
齢
者
の
転
倒
予
防
に
…

運
動
指
導
員
の
無
料
レ
ッ
ス
ン

　

転
倒
予
防
に
は
、「
立
つ
」「
歩
く
」「
物

を
取
る
」
と
い
っ
た
日
常
生
活
で
必
要

な
筋
力
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
高
齢
者
の
歩
け
る
体
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス

く
り
や
ま
で
は
運
動
指
導
員
の
派
遣
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
富
な
知
識
を
持
つ
職
員
が
町
内
会

や
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
に
お
伺

い
し
、
ボ
ー
ル
や
ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
、
ラ

ダ
ー
（
は
し
ご
）
な
ど
の
器
具
を
使
っ

て
、
歩
け
る
体
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

提
供
し
ま
す
。

　

運
動
す
る
こ
と
を
習
慣
化
し
て
筋
力
を

保
持
し
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
。
講
師
派
遣
は
無
料
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
派
遣
日
時　

　

曜
日
応
相
談　

午
前
10
時
～
正
午

◆
派
遣
場
所　

最
寄
り
の
公
民
館
や
地
区
会
館
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま　

山
岸

☎
�
２
６
０
０

国 民 年 金
年金受給者の皆さんへ

一部免除を受けたときは
残りの保険料の納付を忘れずに！

　国民年金の保険料には、本人・世帯主・
配偶者の前年の所得が一定以下の場合に、
申請して承認されると納付が免除される
制度があります。
　この場合、免除される保険料には全額、
３／４、半額、１／４の４段階があります。
このうち、３／４免除、半額免除、１／４
免除は、納付すべき保険料の一部が免除さ
れることから「一部免除」といいます。
　この一部免除を受けた保険料の残りの
保険料、つまり免除を受けていない保険料
は、必ず納めなければなりません。この保
険料の納付を怠ると免除が承認されても
保険料未納期間となってしまいますので
ご注意ください。

【問い合わせ】
　町住民生活課住民・国保グループ
　☎ 73-7509

く
ら
し

コミュニティバス運休のお知らせ
　コミュニティバス本格運行準備のため、次の期間
は全便運休とさせていただきます。ご不便をお掛け
しますがよろしくお願いします。

【期　　間】
　 11 月 1 日㈫から 30 日㈬まで
※ 12 月 1 日㈭より新たなルートで再開予定です。
　 同封のコミュニティバス運行路線図・時刻表を
　ご参照ください。

【問い合わせ】
　  町建設水道課総務管理グループ　☎ 73-7512

11
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
November

23 広報くりやま   2016. 11 222016. 11　広報くりやま   
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Ohm
urasaki  M

usic
Festa  2016　

　

町
内
近
隣
よ
り
6
組
の
音
楽
グ
ル
ー

プ
が
出
演
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
お
楽

し
み
ビ
ン
ゴ
大
会
も
あ
り
ま
す
。
栗
山

に
音
が
舞
う
1
日
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

◆
日
　
　
時　

　

11
月
6
日
㈰　

正
午
か
ら

◆
場

所

　

ま
ち
の
駅　
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

◆
入
場
料　

　

無
料

◆
問
い
合
わ
せ

O
T
O
─
M
A
U
く
り
や
ま

代
表　

松
本　

貴
子

☎
０
９
０（
３
３
９
３
）４
６
７
７

第
41
回
伝
承
も
ち
つ
き
会

　

毎
年
恒
例
の
「
伝
承
も
ち
つ
き
会
」

も
41
回
目
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
　
　
時
　

　

11
月
20
日
㈰　

午
前
9
時
か
ら

◆
場
　
　
所
　

　
桜
丘　

御
大
師
山　

栗
山
寺

◆
問
い
合
わ
せ

桜
丘
町
内
会　

角
田

☎
�
１
０
9
3

年
末
調
整
事
業
所
向
け
説
明
会

◆
日
　
　
時　

　

11
月
17
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所　
　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」
２
階

◆
内
　
　
容　

年
末
調
整
事
務
お
よ
び
源
泉
徴
収
票
・

同
合
計
表
な
ど
作
成
要
領
の
説
明
会

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６（
２
２
）９
５
５
５

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
５

　

栗
山
の
教
育
を
語
る
会

　

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

　

台
風
被
害
や
原
発
事
故
な
ど
、
人
々

の
予
想
を
超
え
る
出
来
事
が
次
々
と
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
何
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
時
代
。「
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
」
こ
と
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
ま
せ
ん
か
。

　

講
演
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学

賞
を
受
賞
し
た
東
京
工
業
大
学
の
大
隅

教
授
が
解
明
し
た「
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
」

に
触
れ
、
生
命
の
仕
組
み
や
子
ど
も
の

健
康
に
つ
い
て
も
話
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　

ど
う
ぞ
、気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
　
時　

　

11
月
16
日
㈬　

　

午
後
6
時
半
～
8
時

◆
場

所　

　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

2
階
研
修
室

◆
講
　
　
師

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

榊
原　

郁
子
さ
ん
『
自
分
の
い
の
ち
は

自
分
で
守
る
』

※
参
加
無
料
で
、事
前
申
込
も
不
要
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
の
教
育
を
語
る
会

会
長　

泉　

真
沙
子

☎
�
５
５
２
９

催
し

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
開
設

　
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
と
は
、
認
知

症
の
人
や
家
族
、
支
援
す
る
人
た
ち
が

参
加
し
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
、
ホ
ッ

と
一
息
つ
け
る
場
所
の
こ
と
で
す
。

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま
で
は
、

認
知
症
対
策
と
し
て
、
施
設
内
の
ス

ペ
ー
ス
を
使
っ
て
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を

開
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
を
訪
れ
た
人
た
ち
が
お
茶
や

コ
ー
ヒ
ー（
有
料
）を
飲
み
な
が
ら
、
認

知
症
の
相
談
を
は
じ
め
、
介
護
予
防
や

介
護
保
険
な
ど
に
つ
い
て
、
豊
富
な
知

識
と
経
験
を
も
つ
職
員
に
相
談
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
、
介

護
保
険
で
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
方
や
そ
の
ご
家
族
、
ま
た
福
祉
関

係
機
関
・
団
体
の
方
な
ど
、
ど
な
た
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
　
時　

　

11
月
16
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時
半

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま

☎
�
２
６
０
０

一
心
書
道
展

　

漢
字
あ
り
、
仮
名
あ
り
、
臨
書
あ
り
、

創
作
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
会
派
・
個
人

の
書
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
単

純
明
快
で
、
奥
深
い
白
と
黒
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
　
時

　

11
月
10
日
㈭
～
13
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
13
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

◆
場
　
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
問
い
合
わ
せ

　
実
行
委
員
会
事
務
局　

杉
本

　

☎
�
５
８
２
７

　

◆「断水」に備えて◆

　町では、災害に備えてさまざまな対策をとっ
ていますが、大きな災害が発生すると広い範
囲で断水する可能性があります。給水車の到
着まで時間がかかることも予想されますので、
災害時の備えとしてご家庭でも水を備蓄して
おきましょう。

【必要な備蓄量（目安】
１人当たり
１日３リットルを 3 日分
合計 9 リットルが必要

【水道水の保管方法】
　清潔で口が閉められる容器に入れ、直射
日光の当たらない涼しいところで保管しま
しょう。
　水道水の塩素による消毒効果は時間が経
つにつれて減少しますので、3 日程度でくみ
替え、期間が過ぎた水は洗濯などの雑用水
にご利用ください。

【くみ置きのすすめ】
　災害時には、飲み水以外にも多くの生活
用水が必要です。お風呂の残り湯をすぐに
捨てずにくみ置きしておくと、水洗トイレ
を流すなどの雑用水に利用できます。

みんなの

水 道

【問い合わせ】
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

町税納期限 納税は便利な口座振替を
ご利用ください

町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5
【納税に関する相談】

町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6
【課税内容に関する問い合わせ】

全てコンビニで
納付ができます}11月30日（水）

ご相談は
お早めに！

介 護 保 険 料　　　　　⑤期

後期高齢者医療保険料　　　⑤期

国 民 健 康 保 険 税　　　　　⑤期

固 定 資 産 税　　　　　④期

栗山町内の景観写真を大募集 !
住所・年齢を問わず誰でも応募可能

（平成 29 年 4 月 30 日㈯締切）
グランプリには 2 万円相当の町特産物
を贈呈！こども賞アリ！
facebook などの SNS からも応募可

【問い合わせ】
　町建設水道課技術グループ
　☎ 73-7513

募 集 中第 3 回
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
・
自
衛

　

官
候
補
生
募
集

◆
自
衛
隊
の
高
校
で
学
ぼ
う
！

◇
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

○
受
験
資
格

･
中
卒
（
見
込
み
含
む
）、
17
歳
未
満
の

　

男
子

○
受
付
期
間

　

11
月
1
日
㈫
～
平
成
29
年
1
月
6
日
㈮

○
一
次
試
験

　

平
成
29
年
1
月
21
日
㈯

◆
自
衛
隊
の
経
験
を
社
会
で
生
か
そ
う
！

◇
男
子
自
衛
官
候
補
生
募
集

○
対
象
年
齢　

　

18
歳
～
27
歳
未
満

○
受
付
期
間　

　

随
時

○
採
用
試
験　

　

受
付
時
に
通
知

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
恵
庭
地
域

事
務
所

☎
０
１
２
３（
３
４
）５
４
３
８

　

第
50
回
全
町
卓
球
大
会
参
加
者
募
集

◆
日
　
時

　

11
月
20
日
㈰

　

午
前
9
時
～
正
午

◆
場
　
所

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
種
　
目　

小
学
4
年
生
以
上
、中
学
生
、

一
般
の
シ
ン
グ
ル
ス
お
よ
び
団
体

◆
参
加
料　

小
中
学
生　

2
0
0
円

　
　
　
　
　

一
般　
　
　

3
0
0
円

◆
申
込
期
限

　

11
月
13
日
㈰
ま
で

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
6
1
6
1

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
募
集

　

12
月
18
日
㈰
に
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

「
E
k
i
」
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
る
栗
山

少
年
少
女
合
唱
団
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
で
合
唱
団
と
一
緒
に
歌
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
見
学
だ
け
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

◆
対
　
　
象

　

小
学
生
、
中
学
生
（
男
女
問
わ
ず
）

※
幼
児
の
方
も
出
演
可
能
で
す
。

◆
練
習
日

　

11
月
４
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の

　

毎
週
金
曜
日

　

午
後
６
時
半
か
ら
８
時
ま
で

◆
練
習
場
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」　

　

２
階
研
修
室

◆
参
加
料

　

5
0
0
円
（
練
習
参
加
初
回
に
納
入
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
少
年
少
女
合
唱
団
代
表　

上
中

　

☎
０
１
２
３（
７
６
）７
８
１
４

臨
時
職
員
希
望
者
を
募
集

　

町
の
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
は
事
前
に

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
選
考
し
、
採

用
し
て
い
ま
す
。
採
用
の
場
合
は
、
必

要
に
応
じ
て
担
当
課
よ
り
随
時
連
絡
し

ま
す
。　

　

平
成
28
年
度
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る

方
は
次
の
と
お
り
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
勤
務
条
件
が
合
わ
な
い
な
ど
、
登
録
期

間
内
に
連
絡
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
職
　
種

保
育
士
、一
般
事
務

◆
登
録
期
間

平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

◆
提
出
書
類

履
歴
書（
写
真
添
付
）

◆
登
録
受
付
期
間

　

随
時
受
付

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
1
1
1
1

臨
時
税
務
事
務
職
員
を
募
集

　

町
で
は
税
務
事
務
補
助
と
し
て
臨
時

職
員
を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

◆
賃
金
形
態

　

日
給
6
3
6
0
円

◆
就
業
時
間

　

月
～
金
曜
日　

　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

◆
就
業
期
間

①
１
月
10
日
㈫
～
７
月
末

②
１
月
10
日
㈫
～
３
月
末
（
35
日
ほ
ど
）

◆
対
　
象

　

町
内
在
住
の
方

※
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
①
は
社
会
保
険
加
入
が
必
須
で
、
②
は

任
意
で
す
。

◆
採
用
方
法

　

書
類
選
考

◆
応
募
方
法

　

履
歴
書
（
写
真
付
）
を
提
出

◆
提
出
期
限

　

11
月
22
日
㈫
ま
で

※
募
集
多
数
の
場
合
は
、
面
接
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ　

橋
元

　

☎
�
７
５
０
５

無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

11
月
18
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内
　
容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

無
料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　

最
高
裁
判
所
委
嘱
無
料
調
停
相
談
会

　
　

調
停
が
、
交
通
事
故
、
金
銭
、
土
地

建
物
、
家
庭
の
問
題
を
解
決
で
き
る
よ

う
に
お
手
伝
い
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
調
停
制

度
の
概
要
、
利
用
方
法
を
調
停
委
員
が

説
明
し
ま
す
。

◆
日
　
　
時

　

11
月
16
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

（
受
付
は
午
後
3
時
半
ま
で
）

◆
場
　
　
所

　

ま
な
み
ー
る
岩
見
沢
市
民
会
館　

　

1
階
多
目
的
室
1
、
2

◆
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
地
方
裁
判
所
岩
見
沢
支
部
庶
務
課

　

☎
０
１
２
６（
２
２
）6
６
5
０

募
集

相
談

【
9
月
16
日
～
10
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

前
田
美み

さ

き

咲
妃 

9/2

豊

徳

伊

織

お
め
で
た朝

日
４

湯

地

中
央
１

中
央
３

富

士

中
央
４

松
風
３

北
学
田

北
学
田

桜

山

【
9
月
16
日
～
10
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   
齢   

月 

日                      

世
帯
主     

住  

所

葊
瀬
　

潔 
97 
9/14 

本

人

川
下
ア
イ 

92 
9/15 
本

人

湯
村
久
子 

90 
9/16 
彦

一

加
藤
フ
ジ
子 

92 

9/16 

本

人

澤
井
督
進 

70 

9/17 

本

人

鈴
木
ス
ゲ 

95 

9/18 

達

幸

佐
籘
俊
一 

67 

9/18 

本

人

東

光 

90 

9/20 

陽

子

小
川
裕
介 

44 

9/23 

節

子

亀
田
　

清 

95 

9/24 

博

友
成
あ
い
子 

87 

9/27 

光

男

久
保
良
治 

87 

9/28 

本

人

斎
藤
福
松 

83 

9/28 

本

人

川
田
　

慶 

95 

9/28 

澄

子

お
く
や
み松

風
２

朝
日
４

朝
日
３

角

田

中
央
２

松
風
２

角

田

中
央
３

中

里

三
日
月

中

里

松
風
２

杵

臼

継

立

角

田

松
風
２

中
央
２

桜

山

継

立

湯

地

旭

台

共

和

継

立

南
学
田

中
央
３

ご
厚
意

　

町
へ

【
物　

品
】

◇
有
限
会
社
白
光
堂
楽
器
店
（
磯
見
秀
喜 

代
表
取
締
役
社
長
）　
（
中
央
3
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
谷
口
温
松
さ
ん
（
富
士
）

◇
湯
村
彦
一
さ
ん
（
朝
日
3
）

◇
荻
野
一
郎
さ
ん
（
北
学
田
）

　

く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
廣
瀬
忠
道
さ
ん
（
砂
川
市
）

◇
南
坂
輝
實
さ
ん
（
栗
山
町
）

【
慰　

問
】

◇
松
本
貴
子
さ
ん
（
中
央
4
）

◇
ア
ヤ
さ
ん
（
札
幌
市
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
ビ
ハ
ー
ラ
く
り
や
ま（
吉
田
輝
雄
会
長
）

◇
月
見
草
の
会
（
土
田
清
美
会
長
）

◇
シ
ナ
リ
ー
化
粧
品
（
砂
川
市
）

　

泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
（
中
央
2
）

4/1 ～ 10/15 までの総数　12,247 件

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

  143,578,089 円

平成 28 年度  ふるさと応援寄附金

田
中
明あ

き
な奈 

9/14

谷
内
晴は
る
か香 

9/16

齋
藤
恵え

な那 

9/17

笹
浪
大だ
い
き輝 

9/21

永
原
芽め

い依 

9/22

黒
田
聖せ

い
ら蘭 

10/4

藤
塚
心こ

こ
ろ彩 

10/6

藤
塚
彩さ

え咲 

10/6

藤
田
紗さ
や
み心 

10/7

田
代
光
信 

79 

9/29 

本

人

南
坂
　

堅 

103 

10/1 

本

人

井
内
ト
ヨ
子 

91 

10/1 

本

人

澤
田
政
次
郎 

82 

10/3 

本

人

折
口
政
明 

70 

10/7 

本

人

風
間
キ
ヨ 

103 

10/8 

本

人

奈
良
ユ
リ
子 

86 

10/8 

本

人

斉
籘
幸
浩 

59 

10/9 

本

人

前
田
広
次 

91 

10/11 

本

人

服
部
泰
一 

82 

10/13 

本

人

太
田
ひ
で 

98 

10/14 

本

人

真

弘

多
絵
呼

和

博

美

季

浩
太
郎

ち

ほ

真

輔

芽
久
美

正

樹

華

奈

誠

司

智
奈
津

篤

史

恵

子

智

章

理

沙

智

章

理

沙

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
コ
ポ
ロ
の
会

◇
片
山
勝
さ
ん
（
継
立
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
太
田
欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
ケ
ー
ナ
の
会

◇
栗
山
赤
十
字
奉
仕
団

◇
宝
玉
連
と
麦
の
会

ご厚意ありがとうございます。
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フィンランドで貴重な経験＊介護学生留学報告

町立北海道介護福祉学校の学生が 9 月 9 日から 19 日
間の日程でフィンランドに留学し、先進地の福祉な

どを学び 27 日に帰町しました。今回留学したのは同校 2
年生の岸郁香さん、小池里歩さん、田中健太さんの 3 人。
南條宏教育長へ報告に訪れた 3 人は「フィンランドの人
のあたたかさに助けられながら、福祉の違いなども勉強す
ることができました。自然や文化にも触れることができて
とても楽しかったです」と感想を述べました。（10 月 4 日）

芸術の秋を満喫＊くりやま芸術祭

今年で 39 回目となる「レクリエーションのつどい」
がスポーツセンターで行われました。今年は、町内

の老人クラブから参加した約 90 人が、町スポーツ推進委
員の指導のもと 5 つのゲームに挑戦。ひしゃくを使って
お手玉を運ぶ競技や「サイコロでビンゴ」など、4 つのチー
ムに分かれ協力しながら体を動かしました。70 代の男性
は「楽しい時間でした。玉入れが面白かったです」と話
していました。　　　　　　　　　　　　　（10 月 16 日）

楽しみながらゲームに挑戦＊レクリエーションのつどい

弓道で国体出場＊栗山高校 3 年　上
あ が り ゆ う き

利佑希さん

◆
日
　
　
時
　
12
月
４
日
㈰　

午
前
９
時

◆
場
　
　
所
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対
　
　
象
　

　

町
内
会
・
自
治
会
単
位
で
構
成
さ
れ
た

　

チ
ー
ム（
編
成
が
困
難
な
場
合
は
複
数
の

　

町
内
会
・
自
治
会
で
の
合
同
編
成
も
可
）

◆
内
　
　
容
　

　

男
女
別
に
よ
る
６
人
制
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◆
申
込
方
法
　

　

各
町
内
会
・
自
治
会
に
送
付
す
る
申
込

　

用
紙
を
提
出

◆
申
込
期
間　
11
月
16
日
㈬
～
23
日
㈬

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

●
親
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
で
き
る
新
企

画
で
す
。
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と
同

時
開
催
。
双
方
の
参
加
が
可
能
で
す
。

◆
対
　
　
象　

　

大
人
３
人
以
上
、
子
ど
も
３
人
以
上
の

　

計
６
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

◆
内
　
　
容　

　

大
人
３
人
、
子
ど
も
３
人
に
よ
る
ビ
ー

　

チ
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
バ
レ
ー
競
技

※
参
加
さ
れ
た
お
子
さ
ん
に
は
景
品
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

◆
申
込
方
法　

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
し
込
み

※
申
込
期
間
、
申
込
先
は
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
と
同
じ
で
す
。

町総合文化祭 2016「第 32 回くりやま芸術祭」がカ
ルチャープラザ「Ｅｋｉ」で開催されました。町内

のサークルや個人が制作した絵画や手工芸、アンモナイ
トをはじめ、町内で活躍する芸術家による賛助作品や年
長 5 歳児による絵画など約 500 点が展示されました。卜
部康雄実行委員長は、「出品数が昨年よりも増えて良かっ
たです」と話していました。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10 月 13 日）

岩手県で開催される第71 回国民体育大会弓道競技少
年女子の部に、北海道代表チームで出場する上利佑

希さんが、伊藤泰生コーチとともに南條宏教育長を表敬訪
問しました。上利さんは高校入学と同時に弓道部に入部。
ほぼ毎日練習を行い、6 月に苫小牧市で開催された北海道
体育大会弓道競技の部に出場し見事優勝しました。上利さ
んは「北海道代表チームの過去最高の順位を目指したい」
と決意を述べました。　　　　　　　　　　　（9 月26 日）

第 36 回
全町ミニバレーボール大会
第 36 回
全町ミニバレーボール大会

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
月
曜
日
開
館

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
休
館
日
の
月
曜
日

を
11
月
か
ら
開
館
し
ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
や
卓
球
、
夜
は
フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
の
ア

リ
ー
ナ
使
用
の
ほ
か
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
も
利
用
可
能
で
す
。

◆
開
館
期
間　

　

11
月
か
ら
４
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

◆
利
用
時
間　

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

※
一
部
、
専
用
使
用
な
ど
で
使
用
で
き
な 

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ

　

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配
布
の
利
用
予
定
表

　

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
ク
ロ
ー
ズ

◆
冬
季
閉
鎖
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン

　

ド
、
運
動
公
園
、
栗
夢
広
場
、
栗
山
公

　

園
球
場
、
町
民
球
場
、
栗
山
ダ
ム
・
御

　

園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

※
天
候
状
況
で
予
定
よ
り
早
く
閉
鎖
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
冬
季
閉
鎖
期
間

　

平
成
28
年
11
月
４
日
㈮
か
ら
平
成
29
年

　

４
月
28
日
㈮
ま
で

●
読
書
週
間
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　
「
栗
山
の
歴
史
」

　

今
年
で
70
回
目
と
な
る
「
読
書
週
間
」

に
合
わ
せ
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
を
行
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
展
示
期
間　

11
月
６
日
㈰
ま
で

◆
展
示
内
容

栗
山
町
の
昔
の
地
図
や
部
落
史
な
ど
、

普
段
は
書
庫
に
大
切
に
保
管
し
て
い
る

歴
史
資
料
を
展
示

●
文
化
の
日
特
別
開
館

　

文
化
の
日
の
11
月
３
日
㈷
は
特
別
に
開

館
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
開
館
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
８
時

※
角
田
・
継
立
図
書
室
は
休
館
で
す
。

●
栗
の
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

ひ
と
足
は
や
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

◆
日　
　

時　

12
月
３
日
㈯　

午
前
11
時

◆
内　
　

容　

ジ
ャ
ン
ボ
紙
芝
居
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

人
形
劇
、
歌
遊
び

第
36
回
全
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

親子部門新設 !!親子部門新設 !!ＮＥＷＮＥＷ

図
書
館
へ
行
こ
う
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◆
日
　
　
時　

　

平
成
29
年
１
月
８
日
㈰　
　

　

午
後
２
時
～
４
時

　
（
受
付
開
始　

午
後
１
時
）

◆
場
　
　
所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

多
目
的
ホ
ー
ル

◆
対
　
　
象

　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
（
町
内
在
住
の
対
象
者
に
は
案
内
状
を

　

発
送
）

※
就
学
や
就
職
の
た
め
町
外
に
住
ん
で
い

る
方
も
出
席
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
町
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
日
　
　
時　

　

11
月
15
日
㈫

　

午
前
10
時
～
11
時
15
分

◆
場
　
　
所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

多
目
的
ホ
ー
ル

◆
講
　
　
師　

　

長
岡　

未
来
さ
ん

　
（
健
康
食
育
マ
イ
ス
タ
ー
）

◆
演
　
　
題
　

　
「
食
と
健
康
～
安
心
で
楽
し
い
食
生
活
」

※
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
受
講
生
以
外
の
方

　

も
参
加
可
能
で
す
。

◆
日
　
　
時　
12
月
11
日
㈰　

午
前
９
時

◆
場
　
　
所　
開
拓
記
念
館

◆
内
　
　
容　

　

昔
な
が
ら
の
杵
と
臼
を
使
っ
た
も
ち
つ

　

き
や
、
石
臼
を
挽
い
て
き
な
粉
づ
く
り

　

を
体
験

◆
参
加
費　
２
０
０
円

◆
申
込
期
限　
12
月
６
日
㈫

◆
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

開
拓
記
念
館　

☎
�
６
０
３
５

◆
日　
　

時　

11
月
１
日
㈫
～
３
日
㈷

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
場　
　

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちょっと趣味を広げてみたい !!

そんな方のための講座を開きます。

気軽にご参加ください。

　
初
め
て
の
方
で
も
簡
単
に
作
れ
る
「
つ

ま
み
細
工
」、
針
も
糸
も
使
い
ま
せ
ん
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ブ
ロ
ー
チ
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

◆
日
　
時
　
11
月
29
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
場
　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
講　

師　

古
田　

留
美
さ
ん

◆
受
講
料　
１
５
０
０
円

◆
持
ち
物　

　

は
さ
み
、
お
持
ち
で
あ
れ
ば
「
ま
っ
す

　

ぐ
の
ピ
ン
セ
ッ
ト
」

◆
定
　
員　
10
人

「
つ
ま
み
細
工
」
講
座

　
紙
バ
ン
ド
の
リ
ー
ス
の
土
台
に
ク
リ
ス

マ
ス
の
飾
り
付
け
を
し
ま
す
。
初
め
て
の

方
で
も
簡
単
に
ア
レ
ン
ジ
が
楽
し
め
ま
す
。

◆
日
　
時
　
12
月
２
日
㈮ 　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
場
　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
講
　
師　
岩
崎　

真
智
子
さ
ん

◆
受
講
料　
９
０
０
円

◆
持
ち
物　

　

お
持
ち
で
あ
れ
ば
「
木
工
用
ボ
ン
ド
」　

　

と
「
グ
ル
ー
ガ
ン
」

◆
定
　
員　
15
人

紙
バ
ン
ド
で
つ
く
る

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
」
講
座

■申込期限　11 月 21 日㈪
■申込先・問い合わせ　
　カルチャープラザ「Eki」　☎ 73-3333

　
小
菊
や
大
輪
、
ダ
ル
マ
づ
く
り
な
ど
町

内
の
愛
好
家
が
育
て
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
菊

花
が
並
び
ま
す
。
美
し
い
菊
花
を
ご
覧
に

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◆
期

間

　

11
月
１
日
㈫　

正
午
～
午
後
10
時

　
　
　

２
日
㈬　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

　
　
　

３
日
㈷　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◆
場

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」ロ
ビ
ー

◆
主
　
催
　
栗
山
菊
花
好
友
会

◆
そ
の
他

　
菊
花
の
販
売
も
実
施

　
（
１
鉢
５
０
０
円
）

第 50 回
栗山町菊花展

◆問い合わせ
　町教育委員会
　社会教育グループ　
　☎ 72-1117

親
子
生
活
体
験
事
業

親
子
も
ち
つ
き
の
集
い

も
み
じ
窯
香
西
信
行
作
陶
展

いきいきスクール

講演会

◆問い合わせ
　町教育委員会
　社会教育グループ　
　☎ 72-1117

「雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス」で感謝祭
「雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス」で感謝祭
　10 月 16 日、雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスで建築
80 周年のお祝いと再生への感謝の気持ちを込めて感謝祭が行
われました。
　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスは、1936（昭和 11）
年雨煙別小学校として建築されたもので、現存する木造二階
建て校舎として道内最古の校舎を 2009（平成 21）年に環境
教育などを行う宿泊型体験拠点として再生した施設です。
　当日は約 300 人が来場し、旧雨煙別小学校時代の昔の写真
展示前で旧交を温めたり、クラフト体験、ゲームなどを楽し
みました。また、もちまきの際には多くの人で会場はにぎわ
いました。雨煙別小学校を卒業した 88 歳の男性は、「昔を思
い出しました。この廊下をみると戦前の先生を思い出し懐か
しい」と笑顔で話していました。

平成 29 年
栗山町成人式

◆申込先・問い合わせ
　町教育委員会
　社会教育グループ　
　☎ 72-1117

　
空
知
出
身
の
長
岡
さ
ん
は
、
札
幌
市

内
の
病
院
な
ど
に
看
護
師
と
し
て
勤
務

し
た
経
験
と
、
モ
デ
ル
と
し
て
の
立
場

を
活
か
し
て
、
食
と
美
と
健
康
を
ト
ー

タ
ル
で
見
つ
め
る
食
育
を
テ
ー
マ
に
、

北
海
道
の
食
の
豊
か
さ
や
大
切
さ
を
伝

え
る
活
動
を
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座



人口  12,351  人  （ －22） 世帯数  5,960  世帯  （ －5 ）男  5,768 人  （ －23）　女  6,583  人  （ ＋1）

▼
小
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
全
道
大
会
が
ふ

じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
の
か
か
る
決
勝
戦
は
小
学
生

ら
し
か
ら
ぬ
激
し
い
攻
防
戦
。
接
戦
の

末
負
け
た
チ
ー
ム
の
子
た
ち
は
涙
を
流

し
て
い
ま
し
た
。
勝
っ
た
方
は
次
の
舞

台
に
向
け
て
、
負
け
た
方
は
次
は
勝
つ

た
め
に
、
ま
た
練
習
に
力
が
入
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
風
に
本
気
に
な

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
良
さ
を
小
学
生
の
姿

か
ら
再
確
認
。
ぜ
ひ
栗
山
の
子
ど
も
た

ち
も
あ
の
舞
台
に
。（
北
）

▼
秋
の
全
町
一
斉
清
掃
の
取
材
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
清
掃
中
の
子
ど
も
か
ら

コ
メ
ン
ト
を
も
ら
お
う
と
町
内
各
所
を

巡
回
。
し
か
し
掃
除
し
て
い
る
子
ど
も

の
姿
は
な
か
な
か
見
ら
れ
ず
…
。「
ま
だ

寝
て
い
る
の
か
な
？
」
と
考
え
て
い
る

と
、
よ
う
や
く
一
人
発
見
。
一
生
懸
命

清
掃
し
て
い
る
方
は
爽
や
か
な
汗
を
、

一
生
懸
命
子
ど
も
を
探
し
て
い
る
私
は

冷
や
汗
を
か
い
た
朝
で
し
た
。（
田
畑
）

▼
「
も
っ
と
知
り
た
い
。
北
海
道
栗
山

町
見
学
ツ
ア
ー
」
の
取
材
で
参
加
さ
れ

た
方
と
話
し
を
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

が
と
て
も
栗
山
町
を
気
に
入
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
し
た
。
と
同
時
に
「
栗
山

町
は
先
進
的
な
取
り
組
み
も
し
て
い
る

し
、
す
て
き
な
街
な
の
だ
か
ら
も
っ
と

P
R
し
て
は
」
と
い
う
声
も
。
多
く
の

方
に
、
栗
山
町
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
情
報
発
信
す
る
の
が
広
報
。

も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
気
持
ち
を

新
た
に
し
ま
し
た
。（
杉
本
）

ひ
と
り
ご
と

編
集
担
当
者
の

人のうごき 平成28年10月1日現在　（　）内は前月比　

やさしさとおもてなしの心に感動 !
もっと知りたい。北海道栗山町見学ツアー
栗山町へふるさと納税をしていただいた方への感謝を目的とし
て、10 月 8 日と 9日の 2日間、寄附者を招待した見学ツアーが開
催されました。今年初めて行われたこのツアーは、地域おこし協力
隊が中心となって企画。全国から 1,435 件の応募があり、抽選によ
り 20 組 40 人が参加しました。8日は、国の登録有形文化財に指定
されている北の錦酒蔵群と小林家を見学後、ふるさと納税返礼品や
地元農産物を使用した特別メニューによるウェルカムディナーで交
流を深めました。9日は、ハサンベツ里山での薪割りや米の脱穀体
験、返礼品で人気の高い北海道日原のメロン農園の見学などを行い
ました。東京都からご主人と参加された森本洋美さんは「スタッフ
をはじめ、多くの方のやさしさとおもてなしの心に感動しました。
ディナーの時に食材の説明をしていただき、栗山町の食べ物を身近
に感じることができました」と話していました。

■ 次号「広報くりやま 12 月号」の原稿締切は 11月14日㈪まで 
■ 提出先：町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501 322016. 11　広報くりやま   
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